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過保護なエリート社長と秘密の関係が始まりました
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第１章　これは運命の出会い？












「一台もいないの!?」

　思わず声に出し、慌てて口を塞いで周りを見渡す。幸い、近くには誰もいなくてホッとした。

（タクシーで帰りたかったのに）

　日曜日の二十二時。明日は月曜日で、皆早く帰っているだろうと思った予想は外れてしまった。たしかに、通りは意外と人が多くて賑やかだ。これから帰宅する人は、まだまだいるらしい。タクシー乗り場には、一台も車がいなかった。

　駅まで歩いても十分程度だから、いつものように電車で帰ろうか。でも、今日は昼から友人の結婚式があり、披露宴、二次会に参加し、その帰りだ。

　正直疲れきっていて、贅沢だと思っているけどタクシーで帰りたかった。でも、運悪く出払っているし、どれくらい待てばいいかも分からない。明日は仕事なのだから、諦めて電車で帰ろうか。

　深いため息をつきながら、ブーケを手にとぼとぼ歩き始めたときだった。ふと視界に、シルバーのセダン型の車が映る。

　海外の高級車だと、エンブレムですぐに分かった。どこかで見たような気もするけれど、思い出せない。

（気のせいかな）

　高級車に縁はないし、勘違いしたのだろう。そう思い歩き続けていると、その車はＵターンして私に横付けをした。

「澤木さわきさん？」

　窓が開き、顔を覗かせたのは社長だ。

「しゃ、社長!?　お疲れ様です」

　自社の社長に声をかけられ、驚きで混乱しながら挨拶をした。彼は、私が勤める大手広告代理店の社長で、田辺たなべ柊真しゅうまさんだ。

（そっか。どこかで見たと思ったら、社長の車だったんだ）

　彼は私より十歳年上の三十五歳で、叩き上げのエリート社長だ。海外経験が豊富で、語学が堪能と聞いている。

「お疲れ様。なんか、疲れた顔してるけど。駅まで行くのか？」

「はい。本当は、タクシーに乗りたかったんですが」

　苦笑しながら、視線を背後のタクシー乗り場へ動かす。やっぱりまだ、タクシーは戻ってきていない。それどころか、人の列ができ始めていた。

　ヒールの高いパンプスのせいか、足が痛くて歩きたくない。本音はそうだけど、待っているより電車で帰ったほうが早いだろう。

　心とは裏腹に、疲れた身体は正直だ。思わず、社長に疲労の色を見せてしまった。すると、社長は数秒考えたあとに言った。

「澤木さんさえよければ、家まで送ろう」

「えっ!?　それは、申し訳ないです」

　突然の彼の申し出に、慌てて両手を振った。いくらなんでも、社長に自宅まで送ってもらうわけにはいかない。

　私は本社の制作部に所属しているため、業務で社長と何度か顔を合わせたことがある。先週も、木曜日に会話をしたばかりだ。

　だけどそれは、あくまで仕事上のやり取りであり、プライベートで親しい関係ではない。とても、自宅まで送ってもらう間柄ではないのだ。

「いいよ。澤木さんって、どこに住んでるんだっけ？」

「Ｎ町なんです……。だから、遠いんですよ」

　電車で一時間ほどだから、車でも同じくらいかかる。往復したら、社長が帰るのは零時を越えてしまうかもしれない。

　たしか彼は、この近くのタワーマンションに住んでいるはずだ。いくら私が顔見知りの社員だからといって、社長がそこまでする必要はない。

「構わないよ。気分転換に、ドライブがしたかったから遠慮せず乗って」

　そう言われ迷いながらも、いつまでも社長の車を路肩に停めさせるわけにはいかないから決めてしまわなければ。自宅までは申し訳ないから、駅までにしてもらおうか。

「それでは、お言葉に甘えさせていただきます」

　彼の車は左ハンドルだから、私が車道側に回って助手席に乗る。車内はレザーシートが柔らかくて心地よく、微かすかに品のある花の香りがした。

「Ｎ町のどの辺り？　高速に乗れば、少しは時間短縮になるが」

「あ、あの。駅までで大丈夫です。やっぱり、遠いですから」

　私がシートベルトを締めたのを確認した社長は、車を走らせ始めた。

「気を遣わなくていいよ。結婚式の帰りだろう？　ブーケとその紙袋だけでも、結構な荷物じゃないか。ただ、きみが迷惑なら無理強いはしない」

　視線をチラッと向けた社長は、小さく口角を上げて微笑んだ。相変わらず、温和な雰囲気のある人だと思う。

　普段から、よく現場を訪れて社員の様子を見てくれる人だった。困っていることや、業務を進めづらい環境など、敏感に察知して改善してくれる。

　そういう姿勢が、日頃から社員の信頼を集めているのだ。プライベートでも、社長は気取らず優しいのだと感じる。

「迷惑だなんて……。本当に、ありがとうございます。差し支えなければ、自宅までお願いします。Ｎ駅のすぐ近くなんです」

　私の状況を察して、気を回してくれたのだろう。感謝をしつつ彼を見ると、日曜日なのにスーツを着ていることに気づいた。

「社長は、お仕事だったんですか？」

　思わず尋ねると、彼は小さく頷いた。

「ああ。といっても、食事をしながら仕事の打ち合わせでね。お酒も入らないから、くだけた感じにもならず疲れたよ」

「それなら、なおさら送ってもらうのは……」

　駅までにしておくべきではと思ったけれど、社長は首を横に振った。

「だから、気分転換したいんだよ。澤木さんと会えたのも、なにかの縁だろうし。きみも、疲れていたみたいじゃないか。遠慮しなくていいよ」

　最後のほうは小さな笑いも交じっていて、遠慮する気持ちも残りつつ彼の好意を受け取ることにした。

「ありがとうございます。それにしても、休日もお仕事なんて大変ですね」

「そうだな。どうしても、いろいろな業界の人と取引があるから、時間も不規則になりがちだし」

　しみじみと言う社長に、私は大きく頷いていた。彼の言うとおりで、コマーシャルや広告を制作する仕事のため、取引先の業界が幅広い。

　一般企業の担当者はもちろんのこと、芸能人を起用するＣＭなどでは、タレントさんとの調整を行うのも私たちの仕事だ。

　社長は立場上、芸能界にも人脈がある。きっと、私たちが想像している以上に多忙なのだろう。

「澤木さんは、お友達の結婚式だったのか？」

「はい。学生時代の友人の結婚式だったんです。今日は、お昼から出ずっぱりだったので疲れちゃいました」

　仕事をしていた社長に言うのも申し訳ないけど、気疲れもあってクタクタだ。正直なところ、社長に送ってもらえるのは本当に有難い。

「分かる気がするな。気が張っているときは分からないけど、終わってドッと疲れが出ることってあるもんな」

「本当、そうですよね。でも、ブーケが取れたからよかったんですが」

　思っていたより、社長と普通の会話ができている。仕事以外の話をすることがなかったから、なんだか新鮮な気分だ。

「ブーケを取ると、次に幸せになれるとか、そういう意味だったよな？　よかったじゃないか」

「ふふ、そうなんです。いいことがあれば嬉しいんですけど」

　と言いながら、すでに〝いいこと〟はあったなと思う。こうやって、社長と会えて送ってもらい、話ができているのを楽しく感じているからだ。

「いいことか……。不躾なことを聞くけど、澤木さんは彼氏はいるのか？」

「いえ、残念ながら……。あまり、恋愛は経験がなくて」

　話しづらいことでもないから素直に答えると、社長は赤信号で停まり私に顔を向けた。彼は、社内でも多くの女性が憧れるほどの美男子だ。

　整った甘い雰囲気のルックスで、間近で見るとドキッとしてしまう。

「そうか。澤木さんなら、素敵な男性がすぐに見つかるだろうな」

「そ、そうですか？」

　社交辞令だと分かっているのに、相手が社長だからか真面目に受け取って意識してしまう。

　私は小柄で童顔なところがあり、大人の女性としての色っぽさには乏しい。それも原因なのか、仲のいい男友達や男性の知り合いがいても恋愛に発展しない。

　同学年の異性ですら、まるで妹のように接するくらいだ。だから、社長から持ち上げられるようなことを言われ、ドキドキ緊張してしまった。

「社長は、きっと綺麗な方がいらっしゃるんでしょうね」

　社長が独身であることは知っているけれど、恋人の有無までは分からない。けれど彼はエリートな上、長身でルックスも完璧だ。恋人がいないはずがない。

　そういうつもりで言ったのだけれど、彼は眉を下げて微かに微笑んだ。

「俺も、残念なことに彼女はいないんだ」

「えっ？　そうなんですか？」

　驚いて声を大きくした瞬間、信号は青に変わり車は再び走り出した。まさか、社長に恋人がいなかったなんて……。

　てっきり、特定の女性がいるものだと思っていたから予想外だ。すると、社長はクスッと笑った。

「そんなに、びっくりすることか？」

「し、しますよ……。だって社長は、社内でも本当に女性社員から人気があるんですよ？」

　笑うと目が細くなるところに、不覚にもときめいてしまう。そういえば、会社で仕事中、彼が笑うことは滅多にない。

「それは、とても有難いんだが。ただ、俺のどういうところに興味を持ってくれているのかな？」

「え……？」

　問いかけられ、返答に困ってしまう。私が聞いている限りでは皆、社長のルックスのよさや、若くして社長になったことへの憧れを口にしている。

　それだって、その人の立派な魅力だけれど、それを言葉にすることはできなかった。なんとなく、社長は喜ばないと思ったからだ。

「澤木さん、普段の仕事はどう？　大変だろう？」

　話題が変えられ、ハッと我に返る。空気が気まずくなったから、社長が気を遣ったのだろう。

「そうですね、楽ではないです。でも、やりがいがあるというか。私はまだ、入社して三年目なんです。だから、勉強することがいっぱいなんですよ」

　笑顔を浮かべて答えると、横顔からでも社長が驚いているのが分かった。

「そうか。澤木さんは、まだ三年目なのか。ということは、二十五歳……？」

「はい。社長と、ちょうど十歳違うんです」

　そう答えると、彼は目を丸くした。

「十歳……。どおりで、フレッシュな感じはしていたんだ。だけど澤木さんは、しっかりしてるな。普段から、芯の通った意見を言うなとは思ってたんだよ」

「本当ですか？　ありがとうございます。ただ、生意気なときは仰ってください」

　肩をすくめながら、日頃の自分を思い返していた。たしかに、社長相手にも意見することがある。ときには、熱っぽくなることも……。

（まさか、それで社長の記憶にしっかり残ってるとか……？）

　わざわざ、私を見つけてＵターンしてまで声をかけてくれたのだ。いくら社員で知っているからとはいえ、そこまで手間をかけてくれたことが不思議だった。

　ポジティブなイメージを、持たれてるといいけれど……。

「俺は、むしろ嬉しいけどな。この間、澤木さんが言っただろう？　営業の人たちの意見ばかりを採用したら、一面的な結果しか出ないと」

「……はい。言いました」

　そうだった。あれは、さすがに部長に叱られてしまったのだ。直近で携わったＣＭの評判がいまいちで、どこに問題があるか話し合ったことがある。

　そこには社長も同席していたのだけど、私は彼がいる前で一方的な意見の採用が問題だったのではと言ったのだった。あのときは本当にそう思ったし、自分でもかなり自信を持っていた。

　ただ、営業とはっきり口にしたのは、社内に不必要な対立を生むと、部長から戒められてしまった。それを思い出し、気まずさで目を伏せた。

「俺は、嬉しかったんだよ。皆、俺がいると遠慮するのか気を遣うのか。本音を言ってくれなくて、手応えがない。なにを考えているのか分からないのは、とてもやりづらいんだよ」

「本当……ですか？」

「ああ。だから澤木さんとは一度、話をしてみたかったんだ。どんな人なのかなって」

　それが、特別な意味でないと分かっているけれど、社長に言われたことで気分が舞い上がってしまいそうになる。

　少しは、社長に認められているのだろうか。部長には、叱られたけれど。

「とても、光栄です。でも、まだまだ未熟な部分もたくさんありますので、これからも精進していきます」

　気合いを入れて答えると、社長は嬉しそうに微笑んでくれた。

「それは、とても頼もしいな。期待してるよ」

　今夜、社長に会えてよかった。仕事の自信がついたし、彼が思いのほか親しみやすい人だとも分かったから。

　でも明日からの社内では、いつもどおりに接しないといけない。今夜のこの時間は、私の素敵な思い出のひとつになるだけ。私たちは、〝社長〟と〝社員〟という関係に過ぎないのだから。

「この辺りかな？」

　いつの間にか、車は高速道路を下りてＮ駅前に着いている。周辺は住宅街が広がっていて、夜は静かな場所だ。

　それでも日中は、スーパーや学校、それに病院などが近くにあるため賑わっている。

「はい。大通りから、ひとつ奥に入ったところのマンションなんです」

「じゃあ、マンション前まで送るよ。夜の女性の一人歩きは、物騒だからね」

　社長はそう言うと、車を私が住むマンション前まで走らせてくれた。単身用で、七階建てのシンプルな建物だ。

　オートロック式だから、ほとんどの入居者が若い女性だった。

「社長、ご親切にありがとうございました。どうか、お気をつけて帰ってください」

　車を降りて窓越しに挨拶をすると、彼は微笑みを見せてくれた。

「いいや。こちらこそ、話ができて楽しかったよ。それじゃあ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　軽くクラクションを鳴らした社長の車を見送って、マンションへ入る。本当なら、クタクタで帰ってきただろうと思うのに、なぜかとても気分が昂たかぶっていた。

　私も社長との会話が楽しくて、すっかり疲れが吹き飛んでいる。部屋に戻ると、さっそくブーケを花瓶に挿し、バスルームへ向かった。熱いシャワーで身体の疲れは取れたけれど、心を癒してくれたのは間違いなく社長だった……。






「美結みゆ、ブーケ取ったの？　羨ましい」

　翌日、出勤をすると、同期の村上むらかみ沙子さえこに声をかけられ結婚式の話をした。彼女も同じ制作部で、一緒にＣＭや広告を手がけている。

　スポーティな外見で、性格はカラッとした女性だ。ショートヘアは、常にラフにアレンジされていて垢抜けた印象だった。

「なにか、いいことあるかな？」

　始業前のわずかな時間、業務の準備をしながらお喋りするのが日課になっている。

「次に結婚できるんじゃなかった？　もしかしたら、美結かもよ？」

「まさか、そんな」

　ちょっと気恥ずかしくて、笑って誤魔化してみたものの、心の中では期待してしまう自分がいる。

　好きな人すらいないのに、結婚なんて有り得ない……。

「あ、社長よ」

　沙子の囁きに反射して、咄嗟にドアに目を向けると、社長が入ってくるところだった。どうやら、部長に用事があるらしい。

　彼は私たちの挨拶に軽く応えると、部長デスクへ真っすぐ向かい応接室へ消えた。

「社長ってカッコいいけど、本心はどうなのか分からないよね」

　沙子が言い、つい彼女をじっと見てしまう。その言葉が、どうしても気になったからだ。

「どういうこと？」

「優しそうに見えるけど、裏は分からないなぁって。だって、叩き上げでしょ？　かなり、割り切った性格でないと、あの若さで社長なんて無理よ」

「そうかもしれないけど……。でも、社長は素顔も優しい方だと思う。だって、昨夜だって私を見かけて送ってくれたくらいよ？」

「えっ？　どういうこと？」

　目を丸くする沙子に、社長がわざわざＵターンしてまで声をかけてくれ、自宅まで車で送ってくれたことを話した。

　彼女の口ぶりが、まるで社長に裏表があるように聞こえて、いたたまれなかったからだ。

「すごく意外……」

　ため息をつく沙子に、やっぱり社長のことを誤解していると感じた。私だってあまり想像できなかったけれど、社長は本当は温かい人だと今は思っている。






「ねえ、澤木さん！　社長の車に乗ったって本当？」

　昼休憩も終わりに近づき、メイク直しで化粧室に行くと声をかけられた。私より、二年先輩の女性二人で、営業部に所属している。

　制作部とは同じフロアにあり、時々仕事で接する人たちだ。でも、プライベートなことを話すほど親しくない。

「は、はい。どうして、ご存じなんですか？」

　たった半日で、他部署の先輩が知っていることにあ然としていると、彼女たちはニッと満面の笑みを浮かべた。

「社内で噂になってるのよ。田辺社長と会ったんでしょ？　羨ましい。ねえねえ、社長の車ってどんな感じ？　たしか、超高級車よね？」

「えっと……」

　彼女たちの迫力に圧され、ぽつりぽつりと答えるものの、そこまで興味を引かれるほど噂になっていることに戸惑ってしまった。

　もしかすると、社長の耳にも入っているかもしれない。もしそうだとしたら、かなり迷惑をかけているのではないか。

　そう考えたら、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。そんな私にはお構いなく、先輩たちは矢継ぎ早に、社長のことを質問するばかりだった。






　機会があれば、昨夜のお礼をもう一度言おうと思っていた。それなのに、謝罪をしないといけなくなりそうだ。

「美結、ごめん。社長のこと、他部署の知り合いに話したら、あっという間に広まっちゃって」

　隣から、沙子がバツ悪そうに囁いてきた。彼女が悪いわけではないし、うっかり話した自分に落ち度がある。

　微かに微笑んで、首を横に振った。

「沙子のせいじゃないよ。気にしないで」

「本当、ごめんね」

　肩をすくめる沙子に、さらに笑みを返す。自分が悪いのだから、どこかで時間を見つけて社長にお詫びをしよう。

「沙子、会議室の準備してくるね」

　午後からは、制作部の打ち合わせがある。新しい広告ポスターを手掛けることになっているのだ。

　今回の仕事のチームには私も含まれていて、打ち合わせも出席することになっている。沙子に断ってから、オフィス隣の会議室へ向かった。

（そういえば、社長も出席するのかな……？）

　彼が打ち合わせに毎回顔を出すわけではないけれど、大がかりな仕事や取引先が上得意じょうとくいの場合など、ケースバイケースで出席することがある。

　今回は、特に聞いていないから違うのかもしれない。会いたいような、気まずいような複雑な気持ちで会議室のドアを開けると、社長の姿が見えて思わずあとずさりをしてしまった。

「しゃ、社長!?　お疲れ様です」

「ああ、澤木さん。お疲れ様」

　驚く私とは対照的に、彼はごく自然に挨拶を返すだけだ。昨夜のフレンドリーな雰囲気と少し違うけれど、社長の基本はこんな感じだった。

「あの……。お邪魔だったでしょうか？　午後からの打ち合わせの準備をしようと思いまして」

　彼の手元には、ノートパソコンやメモリ、それにファイルなどがある。もしかしたら、ここで会議があったのかもしれない。

「いいや、ついさっきまで役員会議をしてたんだ。午後からは、制作部のほうにも顔を出させてもらおうと思ってるよ」

「そうでしたか……」

　やっぱり、打ち合わせには出てくれるみたいだ。そう思ったら、なぜか急に緊張してきた。

「社長。昨夜は、本当にありがとうございました。とても、楽しい時間でした」

　お礼は伝えたくて、ペコリと頭を下げる。すると、社長は小さく微笑んでくれた。

「こちらこそ。楽しかったのは一緒だよ。準備をするんだろう？　手伝おう」

「えっ？　いえ、それは。私一人で出来ますから、大丈夫ですよ」

　丁重に断ったけれど、彼は笑みを崩さず言った。

「いいよ。ただ立っているのも、居心地悪いから」

　パソコンやモニターの設置からテーブルの配置など、制作部のお決まりの形がある。それを分かっている社長は、私と一緒に手際よくセッティングをしてくれた。

　彼が社内で人気がある理由のひとつは、こういう気遣いだ。社長という役職にいながらも、細かな業務にも手を貸してくれる。

　直接、自分とは関係のない仕事でも、段取りを把握しているから皆感心している。

「社長、昨夜のことが噂になってしまっているみたいで。本当に、申し訳ありません」

　準備も終わりに近づいたところで、神妙な面持ちで彼に向かって言った。社長の耳に入っていなくても、謝っておきたかったのだ。

「ああ、俺も昼前に聞いたよ。秘書の有馬ありまくんから、女性に優しかったんですねってからかわれたけど」

　クスッと笑う社長からは、噂を気にしているようには見えない。だけど、それは彼の気遣いかもしれないし、恐る恐る社長の表情を窺った。

「うっかり、同期に話してしまったんです。こんな噂になるとは思ってもみなくて、軽々しい行動を反省しています」

　社長にとっては不本意だっただろうと不安になるけれど、意外なほど彼はあっさりしていた。

「そんなに、気にすることじゃないよ。別に、後ろめたいことをしたわけじゃないから。むしろ、きみに迷惑をかけたかな？」

「迷惑だなんて、そんなわけないです。本当に、嬉しかったので」

「じゃあ、お互い同じ気持ちだったってことだ。だから、気にしなくていい」

　社長の温かな言葉に、救われる気がする。噂になったことは、少なからず迷惑だったと思うのに、全然そんな素振りを見せないなんて。

「じゃあ、澤木さん。また、打ち合わせで」

　準備が済んだところで、社長が声をかけてくれた。十五分ほどの時間だったけれど、とても長く一緒にいたような気分だ。

「はい。ありがとうございました。それでは、また後ほど」

　会釈をして会議室を出ると、なんだかほんのり心が温かくなっていた。今までだって、社長と話をしたことはある。

　それでも、こんな気持ちになったことはなかったのに。やっぱり、昨夜のことが影響しているのだろうか。

　垣間見えた社長の優しさが、たぶん私の心を揺らしている……。






「ということで、今回のクライアントは『ＲＥＮＪＩ』だ。新鋭ブランドといっても、高級路線のメンズものだから、広告もその雰囲気を大切にしたいと聞いている」

　打ち合わせで部長の説明を聞きながら、先輩社員の楠木くすのきさんが手を挙げた。入社七年目の中堅女性社員だ。

「部長、そのブランドって、創設者が藤堂とうどう蓮司れんじさんですよね？　ご自身の名前をブランド名にしたという……」

「そう。藤堂グループのご子息なんだが。田辺社長のお知り合いでもあるんですよね？」

　部長は、打ち合わせに出席している社長に問いかけた。メモを取るのに必死な私は、社長の知り合いということに驚いて手を止めた。

　というのも、藤堂蓮司さんは、今をときめくデザイナーであり、とても派手な感じの人だからだ。

　堅実な社長とはタイプが違うように思えて、とても意外だった。

「ああ。彼は、俺と同い年ということもあって、顔見知りなんだよ。藤堂くんは、とにかく華やかなことが好きだから。広告も、そういうものを求めるだろうね」

（そっか。同じ年で、お互い家柄もいいものね。知り合いでも、おかしくないかも）

　たしか、社長も名家出身だと聞いている。お父さんが、メガバンクの社長をしているとか。代々の地主だとも言われているから、社長と藤堂さんは同じような境遇の人なのだろう。私とは、随分世界が違う……。

「藤堂グループは、新聞社やテレビ局など、メディア関係の企業になる。いわば、我々と近い環境かもしれないな。今回は、社長のお知り合いということもあり気合いを入れていこう」

　と部長が熱く語ったところで、社長が苦笑した。

「普段どおり、一クライアントと思ってくれていいよ」

「そうですか？　まあでも、ＲＥＮＪＩは飛ぶ鳥落とす勢いのブランドだから、この仕事も成功させよう」

　気合いが入る部長に、メンバー七名は皆頷いている。私も、遅れて深く頷いた。

「そこでだ。今回、窓口担当を澤木さんにお願いしようと思うんだ。頑張ってくれるかな？」

「えっ!?　私ですか？」

　声が大きくなってしまい、周囲の視線に肩をすくめる。でもそれだけ、自分が指名されたことが信じられなかった。

　窓口担当というのは、制作をする際にクライアントと打ち合わせをする立場を言う。もちろん制作にも関わるけれど、クライアントとの接触が一番多い役割になる。

　それだけ、希望をきちんと汲み取らないといけないから責任重大だ。これまでは、先輩たちが担っていただけあって、私の名前が出て動揺してしまった。

「澤木さんも、そろそろ経験を増やしていかないといけないからな。藤堂さんは気さくな方と聞いているし、打ち合わせもやりやすいと思うんだよ」

「はい……」

　業務はいつも緊張するけれど、今回はさらに身が引き締まる思いだ。頑張ろうと思う反面、うまくできるか不安でもあった。

　たしかに藤堂さんは明るそうな雰囲気だけれど、とにかく華美かびで勢いがあるから気さくというよりノリが軽そうな印象がある。

　ただそれは、私がテレビを通して見ている彼であって、社長と同じように実際に会うと印象が違うかもしれない。

「それなら、最初の打ち合わせには俺も同行しよう」

　そう言ったのは社長で、部長も私も皆が驚きの目を向けた。

「しゃ、社長がですか？　しかし……」

　部長は分かりやすいほど戸惑っていて、社長に向かって目を見開いている。それもそのはずで、クライアントとの打ち合わせに社長が同行したことはない。

　私も呆然としていると、社長だけが冷静に答えた。

「今回は、俺の知り合いだから、少しは力になれると思う。最初の取っ掛かりだけ手伝うから、あとは制作部へ一任するよ」

　そう言うと、部長は気を取り直したように背筋を伸ばした。

「そうですか。そう考えたら頼もしいですね。社長が差し支えないなら、お願いさせていただきます。澤木さん、せっかくだから社長からも教えてもらったらいい」

「分かりました。よろしくお願いします」

　最初だけとはいえ、社長と一緒に業務をするのは初めてだ。昨夜といい、今は社長とご縁があるのかもしれない。

　ホッと安心するような、やっぱり緊張するような、なんとも言えない気持ちになっていた。






「社長、どうぞよろしくお願いします」

　皆が部屋を出たあと、会議室で二人きりになり緊張感がより込み上げる。私はなにを、意識しているのだろう。

「こちらこそ。今回のコンセプト、もう一度おさらいしておこうか？」

　彼と隣同士で座ると、ふわっと甘い匂いがほのかにしてドキッとしてしまう。どうやら社長のコロンのようだけど、そんなことを感じる自分の雑念を追い払った。

（ダメ、ダメ。今は仕事に集中しなくちゃ）

　プリントアウトされたＡ四用紙の薄い資料を捲めくりながら、今度の広告のコンセプトを再確認する。

　勢いある高級メンズブランドだけあって、洗練されていながらも華やかな雰囲気を希望されていた。

「実は、できれば打ち合わせの担当は、男性社員がいいと思ってたんだよ」

　ふと社長が言い、私の視線は彼へ向いた。

「それは、やはり私では力不足ということでしょうか……？」

　社歴も浅いし、メンズブランドだから男性が相応しいと思われたのだろうか。恐々と社長を見ると、彼は少し不安そうな表情で首を横に振った。

「彼……、蓮司は少し女性に対して、軽いところがあるんだよ」

　ため息交じりの社長に、私は驚いてしまった。それは、藤堂さんのことではない。彼が軽そうなのは、なんとなく想像できていたからだ。

　そうではなく、社長が心配してくれていることにびっくりしたのだった。まさか、それで打ち合わせを同行すると言ってくれたのだろうか……？

「ですが、私はそんな目立つ女性じゃないですし、藤堂さんの目に留まるとは思えませんよ」

　苦笑いしながら答えたものの、社長は納得していない様子だ。たしかに、藤堂さんくらい有名で、しかもルックスもいいのだから女性に軟派なんぱなのも理解できる。

（社長のような人が、珍しいのよね）

　まったく浮ついた噂のない田辺社長のほうがレアで、藤堂さんくらいがある意味普通なのかもしれない。

「初日に一緒に行けば、蓮司もさすがに遠慮すると思う。俺の目があると思えば、澤木さんに度を超す真似はしないと思うし」

「度を超す……ですか？」

　なんだか引っかかる言葉に、社長はためらいがちに頷いた。

「強引に連絡先を聞いたりとか、そういうことだよ。もしこの先、業務とは関係のないことで困れば、遠慮なく相談してほしい」

「分かりました。ありがとうございます」

　社長がそう言うくらいだから、藤堂さんはきっと調子の軽い人なのだろう。威圧的な人も不安だけれど、ノリがよすぎる人も苦手だ。

「それじゃあ、澤木さん。どういう話をしていくかだけど……」

　社長との打ちあわせは、とても分かりやすくスムーズで、それほど時間がかからずに終わった。

　さすが、社長だ。彼の言葉は纏まっている。こんなに話がしやすい人だと、どうして今まで気づかなかったのだろう。

　それとも昨夜のことがあって、社長の印象が変わったとか……？　答えは見つからなかったけれど、社長と過ごす時間は仕事中でもやっぱり楽しく感じてしまった。






「澤木さん、緊張する？」

「えっ？　は、はい。少し……」

　打ち合わせから十日後、私と社長は藤堂さんとの打ち合わせのため、彼が経営するＲＥＮＪＩの本社へ向かっている。

　社用車で移動しているけれど、運転しているのは社長だ。

「それはそうだよな。澤木さんは、クライアントとの打ち合わせに出るのは初めてなんだろう？」

「はい。今までは、制作だけしか携わってこなかったので」

　と答えたものの、緊張しているのはそこだけではない。社長と二人きりの車内だからだ。社長というと、秘書の人が運転しているイメージがある。

　だけど、社長自らがハンドルを握っていて、そういうところにも特別な気分を感じていた。

「最初は力が入るだろうけど、コツを掴めば大丈夫だよ」

「ありがとうございます。それにしても、社長も社用車を運転されるんですね。勝手なイメージですけど、常に秘書の方が運転されるのかと思っていました」

　ドキドキする気持ちを抑え平静を装うと、彼はほんの一瞬だけ私に視線を向けた。

「俺が運転するのは、時々だよ。移動時間も仕事をしたいから、運転は秘書に任せることが多いんだ。でも今日は、なるべく澤木さんの緊張を和らげたくてね。有馬くんが一緒だと、話しづらいこともあるかと思って」

「社長……。ありがとうございます」

　そんな気遣いがあったのかと、胸が熱くなってくる。家まで送ってくれたときといい、社長は負担に感じないのだろうか。

　業務でも、いろいろな部署を気にかけていて、疲れないのかと心配にすらなる。社長は私から見れば、完璧過ぎる人だから。

「社長、お疲れになりませんか？」

「え？」

　ふとこぼれてしまった私の心の声に、社長の驚きを含んだ声が聞こえて我に返る。私は、いったいなにを言っているのだろう。

「す、すみません。不躾なことを……。それに、今からＲＥＮＪＩさんの打ち合わせなのに」

　もうすぐ、ＲＥＮＪＩの本社が入っているビルに着く。オフィス街から少し離れた場所だけれど、駅から近く利便性のいいエリアだ。






「そんなことないよ。ただ、時間があるときに、また話を聞いてくれるか？」

「もちろんです」

　その〝時間があるとき〟が、社交辞令だと理解しているけれど、私は強く頷いて返事をした。

「ほら、あの紺色のビルだよ」

「オシャレな感じですね」

　思わずため息が出てしまったのは、ビルがメタリック調で綺麗だったからだ。紺色でも、どちらかというと青系が強く、日差しが当たり二十階建てのビル全体がキラキラ輝いて見える。一般的なオフィスビルのイメージとは、だいぶ違っていた。

「あそこは、アパレルブランドや、コスメブランドの本社が多いらしいよ。ビルが垢抜けた雰囲気だから、ファッションや美容系の業界に好まれるんだろうな」

「そうなんですね。この辺りは来ることがないので、ビルの雰囲気は全然知りませんでした」

「こういう打ち合わせも、新しい発見があっていいだろう？」

　たしかに社長の言うとおり、外の景色は知っているようで知らないものもたくさんある。広告デザインなどを考える仕事をしている以上、感性を磨くことも大切だ。

「本当ですね。今回、打ち合わせの担当に指名してくださった部長に感謝です」

「それだけ、澤木さんは期待されているってことだよ」

　車はビルの裏手に回り、機械式の立体駐車場へ停められた。社長は慣れたように車を降りてビルへ向かうけれど、私の心の中はドキドキでいっぱいだ。

（社長は、なにげなく褒めてくれたんだろうけど……）

　社長から〝期待されているってことだよ〟と言われ、意識しないはずがない。まだまだ力不足ではあるけれど、少しは自信を持っていいのかもしれない……。






　ＲＥＮＪＩの本社は、十七階から二十階まであり、藤堂さんがいる社長室は二十階だった。社長とエレベーターで上がると、若い女性秘書が出迎えてくれ執務室へ案内してくれる。

（秘書の人も、派手な感じなのね）

　ファッションブランドだけあり、一般的な企業の秘書の雰囲気とは違う。髪は綺麗な栗色で、スーツに身を包んでいてもメイクは濃いめだ。

　田辺社長の秘書はインテリ風の男性ということもあり、かなりギャップを感じてしまった。

「失礼いたします」

　社長と二人で部屋へ入ると、室内は窓が大きく開放感に溢れている。白が基調の明るい雰囲気で、私たちと目が合った藤堂さんが大きな椅子から立ち上がった。

「こんにちは、澤木さん。と、柊真。どうしてお前まで」

　初対面でも気さくな感じが滲み出ている藤堂さんは、笑顔で私たちをソファへ促した。オフホワイトの革のソファで、とても心地よい。

　程なくして秘書の女性がお茶を持ってきてくれ、私は改めて藤堂さんを見つめた。

「初めまして。澤木と申します」

　名刺を差し出すと、彼はそれを受け取りまじまじと眺めている。そして、愛想のいい笑顔を向けた。

「美結ちゃんっていうんだ。よろしくね」

「はい、よろしくお願いします」

（なんだか、社長が心配していたことが納得……）

　今日の同行は、少し大袈裟なのではないかと思うところもあった。クライアントとの打ち合わせに社長も同席というのが、かなりイレギュラーだからだ。

　でも、藤堂さんと会って数分で社長の気持ちが理解できた気がする。彼は思っていたよりずっと、気さくというかノリが軽い。

「それで、社長である柊真が一緒なのはなんで？」

　社長と藤堂さんは、呼び捨てで呼び合う程度には親しいらしい。首を傾げる藤堂さんに、社長は淡々と説明をした。

「実は、彼女はクライアントとの打ち合わせ経験がないんだ。一緒に来て、フォローをしようと思ってね」

「へえ。社長自らがねぇ。うちみたいなベンチャーとは違って、柊真は大手企業の社長だろう？　そんなにフットワークが軽いのか？」

「必要だと判断すれば、社員に同行するよ」

　短く答えた社長は、私にタブレットや資料を出すよう促した。藤堂さんとは親しいようでも、まるで二人の雰囲気は対照的だ。

「あ、あの。藤堂さん、今度の広告の件ですが。詳細を擦り合わせさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　あたふたしてしまったけれど、藤堂さんはニコリとして頷いた。たしかに接しやすい人だけれど、掴みどころがないようにも思える。

「もちろん。美結ちゃんって、うちのブランドのショーは見たことがある？」

「えっ？　いえ……。申し訳ありません」

　ふいに投げかけられた質問に、肩をすぼめてバツが悪い思いになる。クライアントだというのに、ショーまではチェックしていなかった。

　公式のホームページで、ブランドコンセプトや商品の確認はしている。でも、それ以外の知識は入れてこなかったのだ。

　さっき社長から「期待されている」と言ってもらったばかりなのに、早くもがっかりさせたのではないかと不安になった。

「ああ、いいよ。メンズものだから、ショーは見たことなくてもおかしくないし。それなら、今度ショーがあるから来てみる？」

「は、はい。ぜひ、お伺いします」

　藤堂さんに不快な顔をされることはなくホッとしていると、社長が彼に向かって静かに言った。

「コンセプトの確認をさせてもらいたいんだ。色味とかデザインとか、事前に聞いておいたイメージ表を用意してきたから」

　社長の言葉に、私は急いでタブレットを起動させ資料を並べる。やっぱり、今日は社長に来てもらってよかったと思った。

　私一人では、どうも藤堂さんのペースに巻き込まれてしまう。

「せっかちだな、相変わらず。柊真がいなければ、もっと美結ちゃんと他の話ができるのに。ね？」

「は、はい……」

　笑顔を向けられても、どう返していいか分からない。ぎこちない笑みを浮かべながらも、緊張感に包まれた打ち合わせが始まった……。






「それじゃあ、美結ちゃん。枠組みができたら、また連絡してね。今度は、柊真はいないんだろう？」

「必要がなければね」

　予定どおり打ち合わせが終わり、だいたいの雰囲気は決まった。起用するモデルも決定しているし、藤堂さんと擦り合わせながら制作していくだけだ。三種類あるから、しばらくは彼と会う機会が多い。

「今日は、ありがとうございました。こちらを持ち帰り、制作を進めていきます。三種類共、雰囲気が全然違うので楽しみですね」

　ポスターのコンセプトは〝スマートな男性の一日〟で、朝昼夜をそれぞれ表現している。夜のバージョンが、一番艶めかしい感じになっていた。

「本当だね。俺も、楽しみだよ。それと……。まあ、いいか。また、俺から連絡をするよ」

「はい。それでは、失礼いたします」

（なんだったんだろ）

　藤堂さんはなにかを言いかけて、その言葉を呑み込んでいた。気になることがあれば、早めに言ってもらったほうが有難い。

　だけど、彼がにこやかな顔を向けるので、聞けないまま社長と立ち上がった。

「じゃあ、またね」

　手をひらひらとさせる藤堂さんにもう一度挨拶をすると、私たちはオフィスをあとにした。

「社長、今日はありがとうございました。やっぱり、社長に同行していただいてよかったです。私一人では、たぶん藤堂さんのペースに飲まれていました」

　エレベーターを降りて立体駐車場へ向かいながら、素直な気持ちを口にすると彼は首を横に振った。

「全然、構わないし、俺も同行してよかったって思ったよ」

「そういえば……。藤堂さん、帰り際になにか言いかけていましたよね？　引っかかることでもあったんでしょうか？」

　確認したいことはできたけれど、正直言って今日の打ち合わせは、百点満点なら五十点にも満たないと自己評価している。

　社長が所々フォローをしてくれたから、漏れなく進められたようなものだ。

「ああ。あれはきっと、澤木さんの連絡先を聞きたかったんだと思うよ。もちろん、プライベートの」

「えっ!?　そ、そうなんですか？」

　思わず声を大きくしてしまい、社長に苦笑されてしまった。その間にも、社用車が出庫されていく。

「きっとね。蓮司は、そういうタイプだから」

「でも、どうして私の連絡先を……？」

　車に乗りながら、動揺を隠せず口にすると、社長はため息交じりに答えた。

「だから、あいつはノリが軽いんだ。初対面の女性の連絡先を聞くなんて、蓮司にとってはいつものことだから」

　社長は車を走らせ始め、会社へ戻っていく。呆れたような言い方に、ふと思ったことを聞いてみた。

「社長と藤堂さんは、お友達と思ってよろしいんですか？」

　二人の話し方を聞いていると、遠慮ない感じだった。それに、社長は藤堂さんの性格をよく分かっている。

　だから尋ねてみたけれど、社長は眉根を寄せた。

「いや、友達ではないな。仕事の関係で知り合っただけで、仲良しではないよ。ただ、育った環境も似てるし年も同じだから、遠慮なく接してるけど」

「そういうことですか」

「だから、必要以上に気を遣わなくていいよ。他のクライアント同様、適度な距離を保ってもらえればいいし、困ったことがあったら相談して」

　ハンドルを握り前を向いている社長が、優しくそう言ってくれた。

「社長、ありがとうございます……」

　次の同行はないだろうし、藤堂さんに流されないよう自分を律していこう。本当に今日は、社長が一緒でよかった──。

















第２章　縮まる社長との距離












「藤堂さんって、どんな人だった？」

「そうですね。華がある方でしたよ」

「いいなぁ。私も、打ち合わせの担当になりたかった」

　と言いながら、楠木さんが部長を見ている。金曜日の今夜は、久しぶりに部内の飲み会だ。かなり久しぶりで、社長も出席してくれているから内心ドキドキしている。

「ハハ。澤木さんは、運がよかったかな？　藤堂さんはとても人気のある方だから、刺激的だろう？　人当たりもいいから、経験を積むにはぴったりだと思ったんだよ」

「私も、経験を積ませてくださいよぉ」

　程よくアルコールも入っているからか、楠木さんは部長に絡んでいる。そんな彼女を困ったように見た部長が、なだめるように言った。

「田辺社長のファンじゃなかったか？　有能でルックスも完璧な方だと、言ってたじゃないか」

「望みが無さすぎますよ。きっと、女性を見る目が高いでしょうし。その点、藤堂さんは──」

　と、延々と部長に訴えている楠木さんから離れ、室内を見渡すと社長の姿が見えない。座敷だから、皆とっくに席移動をしていて、思い思いに楽しんでいる。

（あれ？　社長、どこに行ったんだろ？）

　ついさっきまで、社員たちに囲まれていたのに……。楠木さんは、まだ部長に絡んでいるようだし、様子を見てこようか。

　今夜の幹事は私ということもあり、部屋を出て中庭へ向かった。ここは、有名ホテル内の店で、奥の広間を貸し切ってある。

　そしてすぐ側には中庭があり、ちょっとした観葉植物や花のプランターが置かれていた。静かなところで見上げるとわずかに星が見える。

「澤木さん？」

　私が社長を見つけるより早く、彼が私に気づいて声をかけてくれたのだった。

「社長。やっぱり、ここにいらしたんですね」

　奥から歩いてきた社長は、手にスマホを持っている。どこかに、電話中だったのだろうか。それなら邪魔をしたのではと思い、足が止まってしまった。

「ごめん。黙って出たから、心配かけたかな？」

　二人きりだと、社長は柔和な雰囲気になる。業務中は、とにかく真剣な眼差しで緊張感も漂わせているけれど、業務から離れた彼の表情は柔らかなものだった。

「お姿が見えなかったので、私が勝手に気にしただけです。お電話されていたんですね？」

　プライベートの電話なら、放っておいてほしいだろうし……。ちらっとスマホに目を落とすと、社長が眉を下げて微笑んだ。

「仕事の電話だったんだよ。有馬くんから、問い合わせでね。こういうときでも、連絡が入ってしまうのは仕方ないんだが」

「そうなんですか……。ご多忙なんですね……」

　そう言ったものの、実際にどれくらい多忙なのか分かってはいない。ただ、彼が社長に就任してから一年経ったけれど、この一年間で会社は飛躍的に利益が伸びている。それに、会社のブランドイメージも向上していた。

　だから、きっと日々業務に追われているのだろうと想像はできる。それなのに、今夜もこうやって飲みの場に顔を出してくれるのは有難かった。

「そうだな。毎日忙しいから、こうやって社員の飲み会の仲間に入れてもらえるのは嬉しいんだよ」

　クスッと笑う彼に、私も自然と頬が緩んだ。楠木さんは、社長より藤堂さんのほうが親しみやすそうに言っていたけれど、私は彼女とは反対の感想だった。

　私は、田辺社長のほうが接しやすく話しやすい。それはもしかすると、彼の端々から感じられる誠実さによるものかもしれない。

「社長が、そう思ってくださるなら安心しました。実は、無理に誘ってしまっているかなと心配していたので」

　女性社員は当然ながら、男性社員や上司たちも、飲み会に社長を誘いたがる。社長もフットワークが軽いため、社員の飲みの場には可能な限り顔を出してくれるのだ。

　さらに、社長はお酒が入っても悪ノリなどはせず、社員とのコミュニケーションを大切にしている様子だった。

　それだけに、こういう機会も彼にとって負担なのではないかと密かに感じていた。

「そんなことはないよ。業務外の社員の顔を見るのは、新しい発見もあって楽しいからね。澤木さんは、今回は幹事みたいだから気を回すことも多くて大変だろう？」

「いえ、割と幹事は好きなんです」

　やっぱり、社長は私にも気遣ってくれる。そんな優しさが心地よくて、彼と話をするのが楽しくなっていた。

「なんとなく、澤木さんらしいな。そうそう、ＲＥＮＪＩの仕事は進んでるか？」

「はい。チーム内でも話し合いができまして、週明けにも藤堂さんに連絡をしようと思ってるんです」

　またアポを取って、藤堂さんに会いに行くようになるだろうけど、今度は前回よりもっとしっかりと話しがしたい。

　社長が同行しなくても、スムーズに打ち合わせをしなくてはいけないと気合いを入れていた。

「そうか。もし行き詰ったことがあったら、一人で抱え込まず誰かに相談して。もちろん、俺でもいいから」

「はい。ありがとうございます。それでは、私は先に戻ります」

　社長に心配をかけなくてもいいように、私ももっと成長しなくては。笑みを見せてその場を去ろうとしたとき、社長に咄嗟に呼び止められた。

「待って、澤木さん。もう少しだけいいか？」

「は、はい。なんでしょうか？」

　なにか伝えたいことがあるのだろうか、少し緊張しながら彼を見る。すると、社長は穏やかに言った。

「この間、蓮司のところへ行く途中、機会があれば話を聞いてくれるか……って言ったのを覚えてる？」

「はい。もちろん、覚えています」

　途端にドキドキ胸が高鳴ったのは、あれは単なる社交辞令だと思ったからだ。でも社長から声をかけられ、そうではなかったと分かった。

「澤木さんさえよければ、休みのときに少しだけでも会えないか？　もちろん、無理に誘うつもりはない。だから、気乗りしなければ断ってくれていい」

「断るなんて、そんなことないです。私でよければ、ぜひお話相手にしてください」

　ニコリと微笑み返すと、社長はどこかぎこちない笑みを浮かべた。

「ありがとう。じゃあ、澤木さんの都合のいい日を教えてもらえるか？」

「都合……ですか。それなら、明日も明後日も予定はないんです」

　即座に答えたあと、いくらなんでもそれは早すぎるかと思い恥ずかしくなる。これでは、まるでその気満々みたいだ。

　照れくさくどぎまぎしていると、彼にクスッと笑われた。

「じゃあ、さっそくだけど明日はどうかな？」

「は、はい。ぜひ、お願いします」

　社長とプライベートの約束をしたことが、どこかリアルとは遠く感じられふわふわした気分になる。この約束は、なんていうイベントになるのだろう。

　デート……とは、さすがに言えないか……。

「じゃあ明日の十時に、きみの家へ迎えにいくよ。連絡先、聞いてもいい？」

　スマホを持つ手を上げた社長に、私はドキドキ胸を高鳴らせながら頷いた──。






（緊張する……）

　昨夜、社長から誘われたときは、嬉しさもあって即ＯＫしたものの、冷静になりこうやって彼の車を待っているとドキドキしてくる。

　とにかく鼓動が速くなっていて、全然落ち着かない。青空が広がり穏やかな土曜日なのに、そわそわしていた。

　それにしても、社長は一度送ってくれただけなのに、私の自宅を覚えてくれているから凄い。特に場所を確認されることもなく、時間になると彼の車がやってきた。

「お待たせ、澤木さん」

　窓が開き、社長の柔和な顔が覗く。彼を見ると、緊張とともにときめきも込み上げる。それが、意識し過ぎだと分かっているのに。

「いえ、全然待っていませんから」

　慌てて、両手を顔の前で振った。むしろ、社長は時間どおりに来てくれている。彼に促されるまま助手席に乗ると、私服姿の彼を見て胸が高鳴った。

　ネイビーのシャツに同系色のパンツスタイルで、爽やかな雰囲気になっている。そういえば、結婚式の夜に会ったときは社長はスーツ姿だった。

　だから、私服姿を見るのは今日が初めてなのだ。スーツ以外も、なんて似合うのだろう。

「なんだか、新鮮な感じだな」

「そうですよね。私、社長の私服姿を初めて拝見したので、ちょっとドキドキします」

　シートベルトを締めながら、思わず口にしたあと急に照れくさくなった。率直な気持ちとはいえ、これでは今日のこの時間を意識していると言っているようにも聞こえてしまう。

　社長に引かれたらどうしようかと不安になったとき、彼に微笑まれますます胸が高鳴った。

「澤木さんも、社内の服装とは違うんだな。この間はドレスだったし、普段はモノトーンが多いだろう？　今日は、淡い色の服で、とても似合ってる」

「あ、ありがとうございます」

　社長の言葉を真に受けてはいけないのに、つい本気にしてしまう。気恥ずかしくて彼から目をそらすと、車は走り始めた。






　車は、軽快に国道を走って海岸沿いに出た。輝く水面を車窓から眺めていると、不思議な気分になってくる。

　こうやって、社長とプライベートで会っているこの時間を、なんと呼べばいいのだろうかと。

　社長は、どういう気持ちで私を誘ってくれたのか。そんなことを考えていたとき、ふと社長が口を開いた。

「今日は、本当にありがとう。澤木さんと、ゆっくり話がしてみたかったから」

「社長……。お礼なんて、やめてください。そんな風に思ってくださるだけで、私にとっては光栄ですから」

　どうして社長は、プライベートで会ってまで、私と話をしたいと思ってくれたのだろう。彼の気持ちが、もっと知りたくなってくる。

　ただ、それを口にする勇気は、まだないけれど……。

（そういえば、どこに向かってるんだろう？）

　今日の予定をなにも聞いてないことに気づき、彼に尋ねてみた。

「あの、社長。今日は、どこに行かれるんですか？」

　相手が社長だからか、不思議と信頼感がある。だから、行き先を知らないままで車に乗っていても違和感がなかった。

　赤信号で車が停まると、社長が申し訳なさそうに微笑んだ。

「ごめん。誘っただけで、なにも言ってなかったよな。澤木さんが気に入ってくれるといいんだけど、知り合いの店でランチをしたいなと思って」

「お知り合いのお店ですか？　嬉しいです。どんなところか、とても楽しみです」

　つい声が弾むと、彼はクスクスと笑った。

「嫌がられるかと思ったけど、喜んでもらえたようで安心したよ」

「そんなわけないですよ。それより、社長のお知り合いの方のお店なのに、私がご一緒していいんですか？　その……、誤解とかされてはご迷惑では？」

　自分で言いながら、気まずくなってくる。誤解もなにも、私は社長の会社の社員なのだし、二人でいるからといって恋人に見えるはずがない。

　余計なことを聞いてしまったと、慌てて弁解をした。

「すみません。誤解されるわけがないですもんね。大事なお店を、ご紹介してくださるなんて、本当に嬉しいです。ありがとうございます」

　恥ずかしさを笑って誤魔化すと、社長は再び赤信号で停まり私に目を向けた。会社では見せない甘い視線に、どうしても意識してしまう。

「澤木さんに、迷惑をかけることはしないよ」

「私が、迷惑になることはないです。むしろ、社長にご迷惑になるかなと……」

「まさか。そんなことないよ」

　わずかに口角を上げた社長は、信号が変わると車を走らせた。






「わぁ。凄く素敵ですね」

　車で約一時間半、着いた場所は高台だった。そこには、ログハウス風の建物があり、可愛いカフェになっている。

　玄関周りにはプランターの花が飾られていて、明るい雰囲気になっていた。色とりどりの花が愛らしく、のどかな感じを醸し出している。

　木製の看板はドアの上に掛けられていて、ローマ字の筆記体で店名が書かれていた。駐車場には、すでに二台ほど車が停まっている。

「ここは、ご夫婦で経営していてね。ご主人が、俺の幼なじみでもあるんだ」

　社長がドアを引きながら、説明をしてくれる。知り合いの人といっても、幼なじみだと知り驚いてしまった。

　そんなに親しい関係の人の店に、自分が一緒に来てよかったのか、そんなことを考えてしまう。

「本当に、いいんですか？　私が一緒で……」

　おずおず尋ねると、彼は優しく微笑んだ。

「なにか、不都合がある？」

　まるで、私がいることを当然のように言ってくれる社長に、黙って首を横に振った。ドアが開くと、すぐに爽やかで長身の男性が出迎えてくれた。

「柊真じゃないか!?　久しぶりだなぁ。最近ちっとも顔を出さないから、忘れられてるのかと思ったよ」

「ハハ。そんなんじゃないんだけど、仕事が忙しくてさ。悪かった」

　眉を下げて笑う社長を見て、彼の本当の素顔を垣間見た気がする。こんな無防備な笑顔も見せるのだと、初めて知ったからだ。

（仲がいいんだな……）

　楽しそうな社長に、こちらまで温かい気持ちになってくる。と同時に、やっぱり私はお邪魔だったのではと思ってしまった。

「澤木さん、彼が俺の幼なじみの孝文たかふみだよ」

「は、初めまして。澤木美結と申します」

　反射的にかしこまった挨拶をしてしまい、孝文さんにクスクス笑われた。

「そんなに緊張しなくていいですよ。ゆっくり、楽しんでいってください」

　目を細める孝文さんも、女性なら目を引くほど甘い表情をしている。

「澤木さん、こっちだよ」

「はい！」

　ボーっとしている間にも、社長は歩みを進めて奥へと進む。室内からは木の香りがして、二階に上がる階段もあった。

　私たちは、一階奥の中庭の席へと案内される。広いリビングのような部屋を通り過ぎると、心地よい風が頬をかすめた。

「ここが、柊真のお気に入りの場所なんですよ。南向きだから風が暖かく吹いてきて、気持ちいいでしょう？」

　孝文さんは私に説明をし終わると、中へ入っていった。彼の言うとおり、ここは高台ということもあり風がよく吹いていて、とても心地よい。

　遠くには海が見えて、とても穏やかで癒される景色だった。その風を感じながら、木製のテーブルに着いた。

　ベンチ型になっていて、社長は少し距離を空けて隣に座ってくれる。テーブルにはパラソルが備えられていて、直射日光を遮ってくれていた。

「孝文さんって、とても感じのいい方なんですね。それに、社長もとても楽しそうで」

　また彼の新たな一面を発見したようで嬉しい反面、自分がこうやって一緒にいることがなおさら信じられない気分だった。

「孝文は、気さくな性格だな。だから、友達も多いんだ」

「そうなんですか。たしかに、話しやすい方ですね」

　そう言いながら、ふと藤堂さんの顔が思い浮かんだ。同じ〝気さく〟といっても、藤堂さんの場合は軽い感じがする。

「そうだな。孝文は、とても誠実だと思うよ」

　社長の言葉から、孝文さんに対しての信頼が伝わってきて温かい気持ちになってくる。社長といると、本当に心が落ち着く……。そんなことを思っていたとき、中から程なくして、綺麗な女性が水とおしぼりを持ってやってきた。

「こんにちは、柊真くん。今日は、素敵な方と一緒なのね」

　声をかけてきた人は、孝文さんの奥さんの恵めぐみさんだと紹介してもらった。とても穏やかな人で、緩やかに巻いた髪を後ろで束ねている。

　柔和な印象で、同性の私も思わず見惚れてしまうほどだ。そんな恵さんは、社長と親しいようで、気さくに話しかけていた。

「こんにちは、恵ちゃん。こちらは、同じ会社の社員で澤木さんだよ」

「澤木美結です。よろしくお願いします」

　改めて紹介されると緊張して、立ち上がって恵さんに会釈をする。すると、彼女は可愛らしい笑顔で応えてくれた。

「こちらこそ、よろしくお願いします。柊真くん、注文はどうする？」

　恵さんが社長に話を振ると、彼は私に視線を向けた。

「澤木さんに好き嫌いがなければ、ここのピラフやサラダがお勧めなんだ。どうかな？」

「はい、ぜひお願いします」

　なんでもいい……というわけではないけれど、ここは社長のプライベート空間のひとつだと分かったから、どんなものでも食べてみたい。

　気さくな幼なじみ夫婦の店は、社長にとってとても大切な場所だと思う。久しぶりに来店しているみたいだし、そこへ私を連れてきてくれたのは素直に嬉しかった。

　恵さんはニコリと頷くと、注文を受けて戻っていった。店内からは、先にいたお客さんの賑やかな談笑が聞こえてくる。

　でもここは、社長と二人きりだから静かだった。風に吹かれ、葉の擦れる音が穏やかに耳に入る。

「社長、今日はこんな大切な場所に連れてきてくださって、本当にありがとうございました」

　社長に顔を向けると、彼は小さく微笑んだ。

「いや。そんなに、かしこまらなくていいよ。むしろ、逆に気を遣わせてしまったかなって心配だった」

「いえ、それはありません。私は、とても嬉しかったんです。だってこのお店は、社長にとって安らぎの場所なんでしょうし。気を遣うっていうなら、社長のほうですよ」

　クスッと笑いながら、結婚式の夜に出会ったことを思い出す。あのときも、社長はとても親切だったから。

「それ、あの夜の日も言ってたよな。そんなに俺は、気を遣ってるように見える？」

「はい。社長は、普段から会社でも気を配られていますし。あの日だって、私を気遣って送ってくださったじゃないですか。だから、お疲れにならないのかなって気になったりしたんです」

　風が頬をかすめたとき、髪がなびいて顔にかかる。それを、社長が優しく直してくれた。ドキッとする彼の行動に、心がざわついてしまう。

「ありがとう。そんな風に思ってくれて。疲れないといえば嘘になるけど、自分の中のやりがいでもあるから」

「だから、皆から信頼されるんですね。尊敬します。社長のこと」

　私の中の素直な気持ちを伝えると、社長は静かに微笑んだ。

「ありがとう。澤木さんは、俺に誘われて困らなかったか？」

「えっ？」

　それは、どう返事をすればいいのだろう。戸惑いを隠せないでいると、社長にクスッと笑われた。

「ごめんな。この質問が、困らせたよな」

「いえ……。でも、どうしてそんなことを聞かれるんですか？」

　遠慮がちに尋ねると、彼は笑みを残したまま静かに答えた。

「俺だけ満足してても、仕方ないなと思ってね」

「それは、どういうことですか……？」

　含みのある表現に、なぜかドキドキと鼓動が速くなる。と、ちょうどそのタイミングで、恵さんが料理を運んできてくれた。

「お待たせしました。どうぞ、ごゆっくりしてくださいね」

　私に柔らかな表情を向けた彼女は、社長にも声をかけると奥へ戻っていく。目の前のピラフとサラダ、それにスープはとても美味しそうだった。

「温かいうちに、食べようか？」

　社長に言われ、小さく頷く。さっきの質問の答えが聞きたいけれど料理を先に堪能しよう。

　自家栽培の野菜を使ったサラダも、五穀米のピラフも、どれも上品な味付けで想像以上に美味しかった。

「素材に拘こだわっているお料理で、美味しかったですね」

　思わず笑みがこぼれると、社長は目を細めた。落ち着きのある彼を前に、自分が子供っぽかったと恥ずかしくなる。

　だけど社長は、どこか満足そうで、それが私の胸を高鳴らせた。再び静かになり、爽やかな風が通り抜けていく。

「さっきの質問だけど、俺はきみといるとなぜだか純粋に時間を楽しめるんだ。だから、少なくとも俺は澤木さんといて満たされてる」

「社長……」

　なにを、私は心をときめかせているのだろう。深い意味など、ないはずなのに。社長は私といて、会話を楽しんでいるだけなのに。

「今まで、社内で澤木さんと接していて、きみを特別な目で見たことはないんだ。だけどあの夜、偶然一緒に帰ることになって話をしたら、あまりに自然体でね。心地よかったんだよ」

「あ、ありがとうございます」

　きっと、これは褒められているのだろう。そう思ったら、少し照れくさかった。

「だから、俺だけ満足してても仕方ないんだよ。澤木さんも、一緒に楽しめていないと。きみには、今日を楽しんでもらいたい」

　社長の曇りのないストレートな言葉に、私の心は大きく揺さぶられる。気持ちは一緒なのだと、分かったからだ。

「それは、私も同じです。私も楽しいので、社長には日々の忙しさを忘れて癒されてもらいたいと思っています」

　少し必死になって言ってしまったあと、互いに顔を見合わせて小さく笑った。今日誘ってもらった理由が、なんとなく理解できた気がする。社長は、私といて居心地がいいからだ。

　それは私も嬉しくて、心が温かくなっていく。私という存在が、少しでも社長のプラスになっているなら、これほど光栄なことはなかった。

（ドキドキすることじゃなかったのに、なにを一人で舞い上がっているんだろ）

　心の中で苦笑していると、社長が静かに言った。

「また、きみを誘ってもいいかな？」

「はい、ぜひ。また、誘ってください」

　相手が社長だというのに、片肘を張らなくていい時間が私にも心地がよく、彼とまた会えるならそうしたいと思っている。

　二つ返事をすると、社長は満足そうに頷いてくれた。

「そうだ。蓮司のところへは、もう連絡をした？」

「いえ。昨日、見本が出来上がったばかりなので、週明けの月曜日に藤堂さんに連絡をしようと思ってるんです。それから、微調整などをしていこうかなと」

「そうか。いつでも、相談してくれて構わないから」

「はい、ありがとうございます」

　社長はずっと、仕事のことも気遣ってくれている。それが、本当に嬉しい。

　　それにしても、休みの日でも仕事が頭をかすめるところが彼らしい。私たちの共通の話題ではあるけれど、次に会うことができれば仕事のことは忘れてもらいたい。

　社長がそうできるよう、仕事でも、もう少し頼もしく思ってもらいたい。

「そろそろ、行こうか？　今度は、ディナーに誘わせてもらうよ」

「はい、楽しみにしています……」

　気がつくと十五時になっていて、随分長い時間ここにいたのかと驚いてしまった。気候がいいせいもあるけれど、社長と一緒だから時間が経つのも忘れてしまう。

　孝文さんと恵さんに挨拶をしたあと、少しドライブをしてからマンションに帰った。陽が落ちるまでに帰らせてくれたのも、社長の気遣いだと分かり嬉しさが増す。

「また、連絡するよ」

　社長はそう言って、戻っていった。彼の車が見えなくなるまで見送りながら、半日とはいえ夢のような時間を過ごした気分だった──。

















第３章　秘密の交際の始まり












「美結ちゃん、連絡先を教えてよ」

「え？　それは、先日お渡しした名刺に載っておりますが……」

　週明けの月曜日、藤堂さんに広告ポスターの見本を持参し打ち合わせをしている。ひととおり話が終わったところで、おもむろに彼がスマホを取り出してきた。

　今日も、藤堂さんは華やかで勢いがある。前回は社長が一緒だったから心強かったけれど、今日は一人だからしっかりしなくてはいけない。

　口調に注意しながらも、遠回しに拒絶の姿勢を見せると彼は鼻で笑った。

「それくらい、分かってるって。俺が言ってるのは、美結ちゃんのプライベートの電話番号だよ」

「それは……。通常、クライアントの方に、会社以外の連絡先は教えないことになっておりますので」

　私だって、藤堂さんが聞きたいことは分かっている。心の中で突っ込みを入れつつ、努めて冷静に答えた。

「えー？　他の取引先の人は、喜んで教えてくれるよ？」

「そう言われましても……」

　唇を尖らせる藤堂さんは、彼なりに真面目なつもりなのかもしれない。だけど私には、やっぱり軟派なイメージに見えてしまう。

「美結ちゃんは、警戒心が強いんだろうな。もしかして、柊真の入れ知恵？」

「いえ。そういうわけではないんです。会社としてのルールなので」

　実際に、そういう決まりがあるのはたしかだ。いろいろトラブルを避けるために、不必要に個人の連絡先は教えてはいけないとされている。

「そんなの、みんな守ってないって」

「ですが……」

　社長が、藤堂さんとのことで心配していたのはこれかと、改めて実感する。本当に、藤堂さんはノリが軽いらしい。

　困ってしまい彼を苦い顔で見ていると、藤堂さんがため息交じりに言った。

「分かったよ。じゃあ、今日は諦める。俺も、次のアポがあるから、これ以上話を長引かせることができないんだ」

「ありがとうございます」

　なんだか、藤堂さんの言葉に棘があるように感じる。そして〝今日は〟の言葉も、引っかかってしまった。

「じゃあ、美結ちゃん。とりあえず、また会社に連絡をするね」

「はい、よろしくお願いします」

　これからも、まだ数回は彼に会わないといけない。大丈夫だろうかと若干心配だけれど、きっと今の私の態度で諦めてくれただろう。そこまで、彼が執着するとは思えない。

　オフィスビルをあとにし、ホッとしながら会社へ戻ると、制作部には社長が顔を出していてびっくりしてしまった。

「お疲れ様、澤木さん。藤堂くんとの打ち合わせ、大変だったんじゃないか？」

　土曜日に、一緒に過ごしたとは思えないほど、彼はいつもどおりの落ち着いた様子で声をかけてくれた。

　思わずドキッとしたのは、私だけのようだ。

「まだ、要領が悪いところがあるかもしれませんが……」

　どう答えるべきか分からず、当たり障りのない返答をすると、社長の側にいた部長が困った顔で言った。

「さっきね、藤堂さんから制作部に連絡があったんだよ」

「えっ!?　藤堂さんからですか？」

　まさか、連絡先を教えなかったことでクレームが入ったとか？　一気に不安が込み上げると、部長は社長に目をやってから私に視線を戻した。

「そうなんだよ。澤木さんの連絡先を、教えてほしいと言われてね。さすがに、プライベートの番号を私から教えるわけにもいかないだろう？　それで、社長に相談したんだよ」

　眉を下げた部長は、深いため息をついている。こんなことで、上司と社長の手を煩わせるなんて思ってもみなかった。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

　今回の打ち合わせは、部長が私の経験になればと考えてくれたものだ。それなのに、仕事以外のことで巻き込んでしまったことに情けなさを感じる。

「澤木さんが、謝ることではないよ。少しだけいいか？」

　社長は落ち着いた口調でそう言いながら、視線を奥の応接室へ向けて、私にそこに行くよう促す。

「はい。お願いします」

　部長は慰めるように私の肩を軽く叩くと、自席へ戻っていった。社長の後ろを歩きながら、応接室へ入る。

　ここは、上司と面談をするときに使う部屋で、ソファとリビングテーブルが置いてあるだけのこぢんまりしたところだった。

　社長と向かい合って座ると、彼が心配そうに私を見た。

「部長は、蓮司が俺の知り合いだからと遠慮しているようだが、そんなことは気にしなくていい。澤木さんが断るのが難しいようなら、俺からあいつに注意しようか？」

「いえ。お気遣い、ありがとうございます。でも、自分でお断りします。大人ですし、自分の力でなんとかしないといけないことなので」

　きっと社長は、藤堂さんをよく知っているから言ってくれているのだろうけど、困ったらすぐ甘えるというわけにはいかない。

　社長が、以前言っていた〝期待されているんだよ〟の言葉に応えたかった。

「そうか。きみがそう言うなら、そうしよう。でも、もし本当に困れば相談して」

　ふっと笑みを見せられ、気を緩めるとドキッとしてしまいそうになる。そんな自分に喝を入れて、社長を真っすぐ見つめた。

「ありがとうございます。業務外のことで、お騒がせして申し訳ありませんでした」

「いや、騒がせたのは蓮司だから」

　社長はそう言って立ち上がり、私も同じように立った。こんなトラブルの対応にも、社長は面倒くさそうな素振りひとつ見せない。

（社長にとっては、こういうことすらも普通なのよね。きっと……）

　ドアを開けようとする社長の背中が、なんだかとても頼もしく見える。

「あの、社長。土曜日は、本当にありがとうございました」

　業務中に言ってよかったのか分からないけれど、声をかけずにはいられなかった。ノブに手を掛けた社長は、それをゆっくり引っ込め振り向いた。

「いや、お礼を言うのは俺のほうだよ。付き合ってくれて、ありがとう」

「とんでもないです。のんびり落ち着いた場所で、とても癒されました」

　仕事中だから、こんな話は嫌がられるかもと心配だった。けれど、社長の穏やかな表情を見てホッとした。

「澤木さん、また会ってもらえないか？　できれば、早めに」

「え？」

　少し強引な社長の誘いに、戸惑いつつも胸が高鳴る。正直、次の約束は半信半疑だった。だから社長のお誘いは、嬉しい気持ちのほうが大きい。

「前向きに、考えてくれたら有難いよ」

　社長は優しくそう言うと、再びノブに手を掛けた。きっと、私が戸惑ったことを察して、それ以上無理強いをしないようにしてくれたのだろう。

　それが分かったから、私はもう一度社長を引き留めていた。

「いつでも……。私は、いつでも大丈夫です……」

　すがるようになってしまい、気恥ずかしくなってくる。だけど、このまま返事を曖昧にしておきたくなかった。

「それじゃあ、金曜日はどうかな？　ディナーに行こう」

「はい、ぜひ。楽しみにしています」

　迷いなく彼が言い、私も素直に返事をした。笑みを向けた社長は、今度こそドアを開け、私たちは互いの業務に戻っていった。






「どうしても、連絡先を教えてくれないの？」

「申し訳ありません。連絡でしたら、会社のこの番号で大丈夫ですから」

「でもさ、急に伝えたいことがあったらどうする？　すぐに、美結ちゃんに話したいことができるかもしれないし」

「それでしたら、業務時間中にお願いします」

　受話器を持つ手が痺れるほど、藤堂さんの粘りが強く、ため息が漏れそうになる。今夜は社長と食事に行く日で、朝からどことなく浮かれていた。

　そんな私の気持ちをへし折るかのように、藤堂さんの電話攻撃が夕方から始まったのだ。あと三時間で退社したいから、業務を済ませておきたいのに。

　内心、彼からの電話を迷惑に思っていると、受話器の向こうから女性の声が聞こえてきた。どうやら秘書の人が、呼んでいるらしい。

「美結ちゃんが早く教えてくれないから、アポの時間になったじゃないか」

「それは申し訳ないですが、お教えすることはできませんので」

「冷たいな」

　藤堂さんは、恨み節を言うと電話を切った。

（やっと、終わった～）

　げんなりして受話器を置くと、部長がやってきて声をかけられた。

「大丈夫だった？　やっぱり、社長に相談しようか？」

「いえ、大丈夫です。藤堂さん、少し悪ノリされてるだけだと思いますので」

　どうにか、自分の力で解決したい。そう思い答えると、部長は心配した様子のままデスクへ戻った。

「モテモテじゃない、美結。まさか、ブーケのご利益とか？」

　やり取りを見ていた沙子に冷やかされ、肩を落としながらため息をつく。

「そんなんじゃないよ。藤堂さんは、遊んでるだけ。引っ込みがつかなくなってるだけだと思う」

　どう考えても、藤堂さんが私に執着する理由が分からない。ふざけているだけだと思うから、こちらはノリに合わせず拒んでいこうと考えていた。

「でも、そんなの分かんないじゃない？　藤堂さんも、最初は軽い気持ちだったけど、だんだん本気になるとか」

　沙子があまりに真面目に言うから、私もかなり本気で受け取ってしまう。だからか、思い切り首を横に振っていた。

「そんなことないわよ」

「まあ、そうだとしても……。社長に、相談する価値はあるんじゃない？　社長でも藤堂さんでも、今の美結はお近づきになれるチャンスがあるんだもん」

　最後のほうは興奮気味になっていて、私はただ困ったように笑みを返すだけだ。周りには、そんな風に映っているのかと思ったら脱力してしまう。

（こっちは、結構真剣にやってるんだけどな……）

　あまり気は進まないけれど、今夜社長に相談してみようか……。






　社長との約束の時間は十九時半で、オフィスビルの裏で待ち合わせすることになっていた。

　日中は出入りが多い通用口も、この時間はひとけがない。正面玄関からのほうが駅や大通りに近いため、退社時にこの場所を使う人はまばらだった。

「社長、お疲れ様です。お待たせしましたか？」

　路上に、駐車場から出庫した社長の車が停まっている。私が側にいくと、運転席の窓が開いた。

　さすがに、彼と一緒にいるところを他の社員に見られてはまずいから、ビルから少し離れた場所で落ち合うことになっていた。

「いいや、全然。仕事、お疲れ様。さあ、乗って」

　中から助手席のドアが開けられ、乗った途端に緊張してくる。土曜日は、明るい時間に会ったし、最初のときは夜とはいえ偶然会って送ってもらったものだ。

　こうやって改まって約束をした夜は今日が初めてで、妙に意識してしまう。でも、社長は特別な意味で誘ったわけではないだろうけど。

（前回だって、そうだったもんね）

　彼に会うとドキドキする自分と、それをとにかく制する自分とで葛藤してしまう。高鳴る胸を抑えてシートベルトを締めると、社長が顔を向けた。

「この間、制作部で飲んだ店があっただろう？　雰囲気は似ているんだけど、違うホテルの中にある店なんだ。そこでいいかな？」

「はい！　いつも、決めていただいてありがとうございます」

　幼なじみの可愛いカフェだったり、ホテルの店だったり、さすが社長は趣味も幅広そうだ。感心していると、社長は少し気まずそうに肩をすくめた。

「よく考えたら、一方的に決めてたよな。土曜日のときだって」

「そんなことないです。私では、孝文さんのカフェは知ることすらなかったと思います。今夜だって、ホテルのお店はなかなか行くことはないので。楽しみですよ」

　微笑むと、社長も僅かに笑みを見せてくれた。やっぱり、彼は気遣いに溢れていると思う。私は、お店を提案されて強引だとは思っていないし、それを気にしてくれたことのほうに驚いてしまった。

「澤木さんを誘って、よかったって思うよ」

　社長はそう言うと、エンジンをかけて車を走らせた。今の言葉は、どういう意味だろう。それを聞きたいような、でも怖いような複雑な気持ちだった。






「素敵……」

　思わず声を上げてしまい、照れくさく思いながら社長に目を向ける。すると、彼にクスッと笑われた。

「気に入った？　都会の街なのに、星空がよく見えるだろう？」

「はい、本当に」

　ホテルの中庭から見える夜空には、輝く星が見えている。以前、制作部の飲み会で行ったホテルの中庭からでは、星は眺められなかったのに。

　ただ、ロマンチックに思えるのはそれだけじゃない。私の隣に立つ社長が、いつも以上に色っぽく見えるからだ。

　どうしてだろうと考えたら、ジャケットを着ていないからだと答えが出た。ベスト姿の彼は、オンの姿でもオフの姿でもない、なんとも言えない程よい甘さがある。

（こんな素敵なホテルに行くなら、もう少しオシャレにしてくるべきだったかも）

　仕事帰りだから仕方ないとはいえ、白いシャツにベージュのフレアスカートで、どう見てもオフィスカジュアルそのものだ。

　せめて、ネックレスくらい付けるべきだったと後悔した。その点、社長はいつもサマになっていて素敵……。

　中庭と同じフロアにある鉄板料理の店で食事を堪能したあと、社長に誘われてここへ来ているのだった。

　もっとカップルが多いのかと思ったら、見渡す限り私たちだけしかいない。それが嬉しいような、緊張するような複雑な落ち着かない気分だ。

「澤木さん。蓮司は、まだしつこい？」

　ふと彼の声が聞こえ、視線を星空から社長へ移した。

「そうですね。今日も、スマホの番号を教えてほしいって言われました」

　努めて笑顔を向けたのは、社長に心配をさせたくなかったからだ。彼は最初から、藤堂さんのことを気にかけている。

　だからきっと、今も藤堂さんの話が出てきたのだろうと思った。

「そうか。蓮司は、頑ななところがあるから。きみが拒めば拒むほど、執着していくんだろうな」

「あの……。藤堂さんは、単に私を困らせたいだけなんでしょうか？　もし、番号を教えることですっきりしてくださるなら、連絡先くらい伝えてもいいのかなと……」

　こんなに社長を気遣わせるくらいなら、いっそ藤堂さんに電話番号くらい教えてもいいのではないか、そんな風に考えてもいたのだ。

　彼が、本気で私を求めているわけではないだろうし。こちらが拒否し続けることで、藤堂さんのプライドを傷つけるなら連絡先を伝えても構わない。

「いや、たぶん違うよ。だから、簡単に電話番号を伝えちゃダメだ」

「え？　そうですか……？」

　きっぱりと否定され、怪訝な顔を向けてしまう。すると、社長は小さく頷いた。

「蓮司は、澤木さんが気になるんだよ」

「ですが、私は際立って目立つ女性ではありません。モデルさんとかなら、分かりますけど……」

　社長だってそうだろうけど、藤堂さんだって相当いろいろな女性と出会っているはずだ。それも、綺麗でステータスの高い女性と……。

　そんな藤堂さんが、どうしてごく普通の私を気にかけるのか、どうしても理解できなかった。

「華やかで目を引く女性だけが、魅力的に映るとは限らないよ。澤木さんの自然な雰囲気を、蓮司は心地よく、そして楽しく感じているのかもしれない」

「社長……」

　本当に、そうなのだろうか。藤堂さんは、最初からノリが軽かったから信じられない。どうしても疑いの目で見てしまうと、社長は眉を下げて困り顔を作った。

「信じてない？　それなら、俺の気持ちも疑われるんだろうか」

「え？　どういう意味ですか？」

　夜風が頬をかすめるけれど、冷たさは感じない。ちょうどいい気温だからか、それとも私の顔が熱いからか分からない。

　社長が私と向き直り、真剣な眼差しを向けられ心は一気に跳ね上がった。それまでも程よい緊張感はあったけれど、急に空気がピンと張り詰めた感じがする。

「きみといて、癒されてるのは俺も一緒なんだよ」

「あ、あの……」

（待って、どういうこと？）

　社長は、なにを言おうとしているのだろう。ドキドキと高鳴る胸は、その先の言葉を期待しているかのよう。

　自分で自分の感情が、分からなくなっている。ただ、はっきりとしているのは、気持ちが昂っているということだ。

「打算もなく駆け引きもない。そんな時間を過ごせる女性は、俺の周りになかなかいなくてね。澤木さんといると、普段の喧噪けんそうを忘れられるんだ」

「社長……。ありがとうございます。そんな風に言っていただけて、とても嬉しいです。私も、社長と二人きりのときは、一緒にいて楽しいですよ」

　そっか。それを伝えたかったんだ。微笑みを向けると、社長も優しい笑みを返してくれる。

　こんなロマンチックな場所で、社長と過ごしていることが不思議なくらいだけれど、彼も日々の疲れを癒したかったのだろう。

　その相手に、自分を選んでもらえたことは単純に嬉しかった。

「私でよければ、いつでもお話相手になります。だから、また誘ってください」

　さすがに、自分から声をかける勇気はない。だけど、社長が望んでくれるなら、出来るだけ応えたいと思う。

「それなら、俺がきみを独占してもいい？」

「え……？」

　社長は笑みを浮かべたまま、真剣な眼差しで私を見つめている。鎮まっていた胸の鼓動は、再び高鳴った。

「澤木さん。きみが好きだ。俺と、付き合ってほしい」
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　一瞬では彼の言葉が呑み込めず、ただ社長を呆然と見つめていた。

「突然で驚いただろうけど、きみの気持ちを聞かせてくれないか？」

「私は……。その……。実感が湧かないというか。想像できなくて」

　とても嬉しい。本当は、飛び跳ねたいほど気分は高揚している。でも、そのすぐあとに想像してしまう社長と自分の並ぶ姿が、あまりに違和感いっぱいで素直に彼の想いを受け止められずにいた。

「それは、実感が湧けばＯＫしてくれるってこと？　それとも、やんわりと断られているのかな？」

　問い詰める風ではなく、社長はまるで優しく問いかけるように言う。そんな彼に、慌てて首を横に振った。

「断るなんて、そんなこと絶対にありません。でも、私と社長とでは、並ぶと不釣り合いな気がして……」

　そこにいるだけで華やかな社長と、ごく普通の私は周囲にどう映るだろうか。彼の気持ちに応えたいのに、あまりに自信がない……。

　煮え切らない私に、社長は呆れてしまうだろうか。いろいろな感情が混ざって混乱していると、ふわっと優しく抱きしめられた。

「しゃ、社長!?」

　あっという間に私は彼の胸の中にいて、鼓動がどんどん速くなる。社長の胸は温かく、そして微かに上品な甘い香りがした。

「これで、少しは実感できる？　断るつもりじゃないなら、ＯＫしてくれると嬉しいんだけど」

　耳元で囁かれる社長の声は、ぞくっとするほど低く色気がある。彼が、こんな積極的なタイプだと思っていなくて、さらに胸は高鳴っていった。

「あ、あの……」

　ただときめくばかりの私は、肝心の返事ができないでいる。それだけ、社長の腕の中が熱く、まるで独占されているようで胸がいっぱいになっていた。

「返事をしてくれないのか？　やっぱり、断る口実を探してる？」

「ち、違います」

　焦るように身体を離し、社長を見つめる。彼の熱っぽい眼差しに、戸惑っていた心が素直になっていくようだった。

　社長のこんな顔を見るのは初めてだけど、嫌だと思う気持ちは当然ないし、むしろ少しだけ欲張りな自分が出てきた。

「澤木さん、俺と付き合ってほしい」

　社長の真剣な口調に、やっとゆっくり頷けた。彼が望むなら、私が釣り合う女性かどうか、もう考えないことにする。そうなれるように、努力すればいいだけ……。

「はい、ぜひ……。でも私、もしかしたらワガママかもしれませんよ？」

　まるで夢のような星空に触発され、私の気持ちはどんどん昂っていく。そして、ほとんど無意識に社長を抱きしめていた。

「構わないよ。きっと、きみのワガママは意地らしく、可愛いものなんだろうから」

　そっと身体を離されたかと思うと、社長に両頬を包み込まれる。そして、ゆっくりと彼の顔が近づき、自然と目を閉じていた。

「社長……」

　キスされる……。恋愛に不慣れな私でもそれは分かり、ドキドキしながら待っている。恋をするって、こんなにくすぐったいものだったっけ……。

「社長じゃない。柊真だよ、美結……」

　その言葉とほぼ同時に、彼の唇が重なった。いくら人がいないとはいえ、いつ誰がやってくるかも分からない。

　そんな場所だというのに、私は気になるどころか、あたり前のようにキスを受け入れていた。

「柊真……さん」

　不思議……。社長を、名前で呼ぶことになるなんて。そして、その彼とキスをしているなんて。

　ふわりと重なる口づけに、満たされるような感情を抱いていたとき、彼の舌が半ば強引に私の口腔内へ押し入れられてきた。

「んっ……」

　堪らず声が漏れてしまい、気持ちはときめきから羞恥心へ変わっていく。身体が硬くなったことに気づかれたのか、柊真さんに引き寄せられ抱きしめられた。

　それでも、彼の唇が離れることはない。むしろ、柊真さんの舌は私のものと絡み合い、自然と呼吸が乱された。

「はぁ……。ん……」

　恥ずかしくて、漏れる自分の声を止めたいのにできない。それくらい、彼のキスは濃厚で頭がクラクラするようなものだった。

　ようやく唇が離されると唾液が糸を引いて、より恥ずかしくなっていく。ボーっとした気分で柊真さんを見ていると、彼が優しく微笑んだ。

「もっと、景色のいいところへ連れていってもいいか？　ただ、無理強いをするつもりはない」

「それって……、どこですか……？」

　半分、理性は飛んでしまっているせいか、まだ帰りたくないと思ってしまった。だから、彼がこのあとも誘ってくれたことで気分は昂っている。

「俺のマンション。きみと、もっと深く繋がりたい」

「マンション……？」

　それがなにを意味するか理解できて、緊張とともにもう一人の自分が心の中を蹴ってくる。欲張りな私が、もっともっと柊真さんと一緒にいたいと、本音をぶつけてくるようだった。

「我慢のない男だと思われたかな？　でも、美結。きみと、深く繋がりたいんだ」

「柊真さん……。はい。連れていってください」

　そっと彼の胸に身体を預ける私は、この雰囲気に酔いしれて返事をしたわけではない。私も柊真さんと、そうなりたいと願ってしまったから……。

「じゃあ、行こうか。俺のマンションは、ここからそう遠くないから」






　彼の言ったとおり、ホテルからマンションまでは車で十五分ほどだった。柊真さんが連れていってくれた場所は、高級タワーマンションが立ち並ぶ一角だ。

　ここは、著名人も多く住んでいることで噂されている。セレブリティな店が並ぶ通りを過ぎると、車は一際綺麗なマンションの地下駐車場へ入っていった。

「ここが、柊真さんが住んでいらっしゃるマンションなんですか？」

　ズラッと並ぶ高級車に圧倒されながら聞くと、彼は頷いて入り口に近い場所に停めた。

「ここの五十三階が、俺の部屋なんだ。途中で、コンシェルジュから郵便物を受け取るから」

　そう言いながら、彼はシートベルトを外している。私も急いで外すと、柊真さんについていくように車を降りた。

　地下にも入り口があり、彼がカードキーをかざすと自動ドアが解除される。エレベーターで一階へ上がると、ロビーの豪華さにあ然としてしまった。

　男性コンシェルジュのいるロビーは、まるでホテルのような華やかさだ。ダウンライトの照明は控えめで、落ち着いた雰囲気になっている。

「美結、行こう」

「は、はい」

　彼に声をかけられ、奥のエレベーターホールへ向かう。どこも息を呑むほどに非現実的な印象で、はしたなくも辺りを見回していた。

「珍しい？」

「はい。まるで、夢のような場所で……。落ち着いた感じのマンションですね」

　少し照れくさくなり肩をすくめて答えると、柊真さんにクスッと笑われた。

「夢か……。たしかに、きみとこうやって一緒にいるのが、もう夢みたいな感じだな」

「柊真さん……」

　ドキッとするほど、柊真さんの言葉はストレートに私の心へ刺さっていく。こういうとき、なんて返せばいいのだろう……。

　一人で混乱していると、エレベーターは五十三階へと着いた。ここが最上階で、彼の部屋しかないらしい。

（やっぱり、夢心地……）

　長い廊下の先に玄関があり、柊真さんが慣れたように鍵を開ける。今さらながら、自分が彼の自宅へ来たことに緊張してしまった。

「どうぞ」

　優しく背中を押され、ゆっくりと中に足を踏み入れる。整頓された玄関は広く、明かりが廊下まで自動でついた。

「お邪魔します……」

　どうしよう。足が震えてくる……。

「緊張……してるな。ごめん。今夜は、強引だったかもしれない」

　穏やかに言った彼は、ドアを閉めることなく私に目を向けた。心配させてしまっている、それが分かり弁解するように否定した。

「違うんです。柊真さんが、強引だったとかではなくて……。その……。初めてなんです。男の人の家へ来たことが」

「え？」

　おずおず彼を見ると、呆然としている。まさか、私がここまで経験不足だとは、想像もしていなかったのだろう。

「お付き合いをしていた方は、いたんですよ……？　でも、最後まで進展しなかったというか……」

　はっきり言葉にすることが恥ずかしく、遠回しに言ってしまったけれど、早い話が処女ということだ。

　それが口に出せなかったけれど、彼は分かったようで困惑した表情をしている。

「すみません。こんなタイミングで言っちゃって……。引きましたよね？　私、やっぱり今夜は帰ります」

　きっと、柊真さんには重荷になってしまう。彼は間違いなく女性経験は豊富だろうし、これまでスマートなお付き合いをしてきたに違いない。

　そんな柊真さんが、私のような女性と付き合っても物足りないと思う。それに、面倒くさいかもしれない……。

　ペコリと会釈して身を翻した瞬間、引き留められるように背後から抱きしめられた。

「しゅ、柊真さん？　なにを……？」

「なにをって、それはこっちのセリフだよ。どうして、帰るんだ？　嫌だから？　それなら、引き留めないけど」

「嫌じゃ……ないです。柊真さんは、困らないんですか？」

　包み込まれるように抱きしめられ、鼓動は一気に速くなる。身体じゅうが熱くなり、それが彼にも伝わりそうで気恥ずかしかった。

「困るという意味が、よく分からないよ。困るくらいなら、最初から美結を誘ってない」

　次の瞬間、ふわっと身体が宙に浮いた。自分が、彼に抱き上げられていることが分かり急に現実に返る。

「お、重いですよ」

「軽いよ」

　平然とする柊真さんは、横抱きにされてパニックになる私を意に介することなく廊下を進んでいく。すぐの場所を曲がった先に部屋があるようで、彼は迷うことなくそこを開けた。

「男性の家に来ることが初めてなら、セックスも初めてだよな？」

　キングサイズのベッドに優しく下ろされると、柊真さんに見下ろすように見つめられた。ここも、甘い香りがする……。

「はい……。初めてです」

　ストレートな質問に、私の心は大きく乱される。ここへ呼ばれた意味は分かっていたけれど、いざとなったら弱気になる自分がいた。

　寝室であるこの部屋には、バルコニーに出られる窓がある。少し視線をずらすと、夜空を見ることができた。

　きっと、星も眺められるのだろう。だけど今は、彼はそれを許してくれなかった。代わりに、そっと唇を塞いだ。

「ん……」

　遠慮なく舌が押し入れられ、口蓋をなぞられる。と思っていたら、柊真さんの舌が私のものと絡みついてきた。

「ん……ぅ」

　息をするのも精一杯なのに、柊真さんの手が胸に伸びてきて、乳房を鷲掴みにしさらに呼吸を乱す。服の上とはいえ、彼の手の感触が伝わってきてぞくっとした。

「もっと、触れていいか？」

「はい……」

　緊張する……。だけど、不思議と抵抗感はなかった。柊真さんの手は、言葉どおり服の下へ潜り込み、ブラジャーをずり上げると乳房に触れる。

　硬くなった尖りを摘ままれて、思わず腰が浮いてしまった。こうやって身体に直接触れられるのも初めてで、甘い声が漏れてしまう。

「はぁ……。んん……」

　彼の大きな手が、乳房を鷲掴みにして揉みしだいていく。指で挟まれた尖りに刺激が走り、身体じゅうが熱を帯びた。

「もう少し、身体の力を抜ける？　このままだと、きみが疲れてしまう」

「は、はい……」

　そう言われても、緊張と恥ずかしさで頭がいっぱいだ。どうしても身体が硬くなってしまう私を、柊真さんは一度優しく抱きしめてくれた。

「大丈夫。俺に任せていればいいよ」

「柊真さん……」

　彼の言葉と抱擁は、まるで魔法のように私の心に染み入っていく。緊張が全部解けたといえば嘘になるけど、身体の力はだいぶ抜けていった。

「まだ抵抗あるだろうけど、すぐに気持ちよくなるよ」

「分かりました……」

　緊張したまま返事をすると、彼はごく自然にスカートとショーツを脱がせた。

「しゅ、柊真さん!?」

　思わず上体を起こすと、彼に苦笑されてしまった。

「その姿勢だと、ココが舐めにくいよ」

　彼はピンと、軽く花びらを指で弾く。それだけでも強い刺激を感じて、身体をよじってしまった。

「はんぅ……」

　自然とベッドへ倒れると、彼に両足を広げられる。そして、柊真さんの舌先が蜜口に入っていった。

「アッ……！　だ、だめ」

　堪らず彼の頭に触れて、身体を押し返そうとする。それでも、柊真さんは舌先を蜜口の中で動かした。

「んぁ……。あぁ……」

　誰にも見せたことがない部分を舐められて、抵抗感と快感が混じっていく。せめて、シャワーを浴びたあとならよかったのに。

　だけど柊真さんはまるで関係ないかのように、溢れる蜜を音を立てながら吸っていた。緊張しているはずなのに、熱い蜜が溢れ出ている。

「感じてくれてるんだな。よかった」

　柊真さんはそう言いながら、顔を上げると今度はしなやかな指で花びらを擦った。秘密の場所を弄られていると、身体の疼きがどんどん大きくなっていく。

「んふぅ……。はぁ……ん」

　セックスがこんなにも、快感と幸福とを感じさせるものだとは思わなかった。初めてで気遣ってくれているのか、柊真さんの触れる手つきがとても優しい。

　吐息が熱っぽくなっている私と違い、彼はこんなときでさえ余裕だった。

「全部、服を脱いでしまおうか」

　柊真さんに手際よく服を脱がされ、一糸纏わぬ姿になる。そして彼も、ネクタイを外すとベストとシャツを脱ぎ捨てた。

（しゅ、柊真さんの身体……!?）

　思わず見入ってしまうほどに、彼の身体は綺麗だった。それに、胸板が厚く引き締まっている。

「少しずつ、挿れていいか？」

「は、はい」

　すごく、緊張する……。その覚悟で来たのだし、未経験だとしても知識はある。これからなにをするのか想像ばかりが膨らんで、鼓動は痛いほどに大きくなった。

「独占したくなるんだよ。きみといると」

「柊真さん……」

　言葉にならなくて、ただ胸を高鳴らせている。彼がベルトを外しズボンを脱ぐと、硬くそそり立つ肉棒が現れた。

　息を呑むほど大きなそれは、初めて見る男の人のモノだった。

「できるだけ、痛くないように気をつけるから」

　ベッドサイドのチェストへ手を伸ばした柊真さんは、避妊具を取り出し装着する。本当に、これから彼のモノが入るの……？

「美結、力抜いて」

「はい……。アッ……！」

　覆い被さられるようにして抱きしめられた瞬間、柊真さんの硬い屹立が膣に押し込まれた。彼の腰が動くたび、少しずつ膣内なかに挿入されていく。

「はぁ……ぁ。あぁ……」

　十分に濡れた蜜口は、柊真さんのモノを受け入れていくけれど、やっぱり鈍い痛みを覚えて身をくねらせた。

　だけど柊真さんは動きを止めることなく、だんだんと腰を速く振っていく。

「はんぅ。んぁ……」

　痛いはずの秘部が、だんだん熱く疼いていった。彼を感じれば感じるほど、私の気持ちはどんどん昂っていく。

「全部入ったけど、身体大丈夫か？」

　柊真さんの呼吸が、さっきより乱れ気味になっている。熱っぽい吐息は、彼も同じだった。

「は、はい……。大丈夫……です」

　痛みがまったくなくなったわけではないけれど、それ以上に気持ちよさを感じ始めていた。

（初めてなのに……）

　それだけ、彼のリードが上手なのか。火照っていく秘部は、柊真さんの肉棒に突かれるたびにますます疼いた。

「はんぅ……。あぁ……」

　膣と屹立が擦れるたびに、粘着質の音が部屋じゅうに響く。ほとんど痛みもなくなってきて、ひたすら快感だけを覚えていた。

「大丈夫そうだな。じゃあ、美結。背中向けて」

「え？　どういう意味ですか……？」

　呼吸を乱しながら、彼をボーっとした目で見つめる。すると、柊真さんは穏やかに微笑んで、彼と繋がったまま私の身体を反転させた。

「こうだよ。こっちの体勢のほうが、きみをより独占している気分になる」

　ぐいっとお尻を持ち上げられ、恥ずかしさで思わず振り返ってしまった。

「こ、これって……」

「バックで突いていい？　きっと、そっちのほうが気持ちいいと思う」

　どぎまぎしている私にお構いなく、彼は臀部を撫で回しながら膣の奥を突いていく。ベッドが軋むほどの力強さに、私の身体は前後に揺れていた。
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「はんぅ……。んぁ……」

　彼の言うとおり、後ろからだと屹立が奥深くまで挿入される。柊真さんは腰を打ちつけながら、今度は乳房に手を回した。

「はぁ……んぅ。あぁ……」

　揺れる乳房を鷲掴みにされて、痛いほどに揉み上げられる。自分の身体を支えている腕が、震えてくるようだった。

「んはぁ。はぁ……。はぁ……」

「美結の声は、喘ぐとより高くなって可愛いな」

　指で乳房を弄られ、背筋がぞくぞくする。まるで、電流が走っているよう。

「柊真さんってば……、恥ずかしいです」

「なんで？　全然、恥ずかしがることじゃないだろう？　もっと、聞きたいくらいだ」

　呼吸を乱す柊真さんは、乳房を揉みしだきながら腰の動きを速めていく。軋むベッドにすら、私の五感は刺激された。

「はぁ……ん。しゅ、柊真さん。なんだか……」

「なに？」

　短く答えた彼は、さっきよりずっと呼吸が荒くなっている。太ももがぶつかり合う音も響いて、屹立が膣の奥を痛いほどに突いていた。

「んはぁ……。あの……」

　激しい……と言いたいけれど、恥ずかしくて言葉にできない。乳房を揉みしだいていた彼の手は、いつの間にか私の腰を掴んでいた。

「こんな風に、きみを抱けることが嬉しいよ」

　柊真さんは背中にキスを落としながら、さらに腰の振りを強くする。それに従うように、乳房が大きく揺れた。

「はぁ……。あぁ……。んぅ」

　腕に力が入らなくなり、震えてくる。腰を掴まれ、遠慮なく膣の奥を突かれながら身体は大きく前後に揺れた。

「んはぁ……。んふぅ……」

「美結、きみを独り占めしたい……」

　腰を振りながら、柊真さんが囁くように言う。互いの熱い吐息が響く部屋で、私たちは同時に絶頂へ向かっていった──。






「綺麗……」

　夜空を見上げていると、自然とその言葉が口から出た。今夜は晴天だから、星を見ることができる。

　ここは、街を一望できるような場所なのに、星空まで見えるのだからなんて素敵なのだろう。

　柊真さんが、ホテルの中庭よりよく見えると言った意味が分かった。

「寝付けない？」

　ふと背後から彼の声が聞こえ、驚きながら振り向いた。

「柊真さん。起こしちゃいましたか？」

　そういえば、窓を閉めるのを忘れている。夜風が吹き込んでいただろうかと心配になると、柊真さんに優しく微笑まれた。

「いや。どことなく、夢見心地でね。寝ているようで、眠れていなかったんだ」

　ガウンを羽織っている彼は、社内で目にする姿と全然違いドキッとする。こうやって、二人で彼のマンションにいることが未だに信じられなかった。

「私も、寝られなくて。やっぱり、緊張しているみたいです」

　柊真さんから借りたシャツと短パンは、彼の甘い香りがほのかに残っていて、まるで包み込まれているみたい。

　そうやって意識しているのも、寝られない理由のひとつだった。

「きみを、強引に誘ってしまったからな。明日は土曜日だし、ゆっくり過ごせばお互い実感が湧くかもしれない」

「はい……。そうですね」

　彼にぎゅっと抱きしめられると、その温もりに癒されていく。この状況が、夢ではなく現実のものだと教えてくれるようだった……。

















第４章　藤堂の本気












　アラーム音が鳴っている……と思い、重い瞼を開けると隣で眠る柊真さんが手を伸ばしスマホを取っていた。

　彼もまだ眠気の残る表情で、ゆっくりと応答する。

「はい」

　私が目を開けたことに気づいた彼が、電話をしながら優しく髪を撫でてくれた。柊真さんに触れられている心地よさに酔いしれながら、再び目を閉じる。

　否が応でも、電話の会話は聞こえてしまう。だけど、露骨にそれを見せるのも気が引けて、聞かない振りをしていた。

　どうやら、電話の主は秘書の有馬さんのようで、急用なのかかなり早口で話している。それを、柊真さんは聞き返すことなく短い返事をしていた。

　程なくして電話が終わり目を開けると、彼が起き上がり私に申し訳なさそうな顔を向けた。

「ごめん。急遽、仕事が入ったんだ。支度して、行かないといけない」

「そうなんですか？　でも、まだ七時なのに」

　柊真さんは、たしか休みが少ないと聞いたことがある。こんな風に、休日に呼び出されることもあるんだ……。

「トラブルみたいでね。取引先のところへ、行かないといけなくなったんだ」

　ため息を漏らす彼についていくように、私もベッドを降りる。柊真さんのためになにをしたらいいのか分からなくて戸惑っていると、彼がどこからか鍵を持ってきた。それは、マンションのカードキーだ。

「きみは、ゆっくりしていていいよ。これは、うちの鍵。出かけたかったら、自由にしてくれていいから」

「ですが……」

「遠慮しなくていい。その鍵も、そのまま美結が持っていてくれていいから。うちのものは、好きに使ってくれていいよ」

　それだけ言った柊真さんは、慌ただしく支度をしている。声をかけるのも憚はばかられて、ただ見守っているだけだった。

　朝食を食べる時間もないようで、スーツに着替えた彼を玄関まで見送る。

「柊真さん、本当に大変なんですね」

「慣れてるから。ただ、ゆっくり過ごそうと言っていたのに、それができなくて申し訳ない」

　靴を履きながら、柊真さんは私を切なそうに見つめた。そんな彼の表情にも、ドキッとしてしまう。

「謝らないでください。お仕事なら、仕方ないですから」

　それに、仕事を頑張っている彼の姿も好きだ。だから、プライベートが潰れてしまっても、応援したい気持ちでいっぱいだ。

「ありがとう。今日は、間違いなく遅くなる。美結は、自分の好きなように過ごしていて。じゃあ、いってきます」

「はい。いってらっしゃい……」

　ドアが静かに閉まった途端、顔が熱くなっていく。〝いってらっしゃい〟という言葉が、こんなに照れくさいものだとは思わなかった。

　それに、私が柊真さんのマンションで彼を見送るということも……。

（ゆっくりしていいって言われても……）

　さすがに、初めて訪れた部屋のものを勝手に触れるのは抵抗がある。いくら恋人同士になったとはいえ、付き合いたてだし……。

「よし！　帰ろう」

　柊真さんの部屋で過ごすには、もう少し時間が必要みたいだ。合鍵を貰えたことは、嬉しいけれど。

　合鍵のお礼と、休日出勤への労いの言葉を書いたメモを残して早々にマンションをあとにした──。






「澤木さん、来客よ」

　月曜日、いつもどおり出勤すると、朝一番で楠木さんが声をかけてきた。

「来客……ですか？」

　時計を見ると、まだ九時十五分だ。始業したばかりだし、アポは取っていない。怪訝な顔をすると、楠木さんが含み笑いをした。

「藤堂さんよ。プライベートのスマホを持ってきてって」

「そうですか……。分かりました」

　昨日は結局、柊真さんの仕事のトラブルが伸びてしまい、彼は二日連続の休日出勤で会えないままだった。

　ちょっとだけテンションが下がっているところへ、藤堂さんの訪問は正直言って気が滅入ってしまう。それでも対応せざるを得ないので、応接室へ向かった。

「失礼いたします」

　きっとまた、番号を教えてほしいと言われるのだろう。柊真さんからも、教えないほうがいいとアドバイスされているから、この先も拒否するつもりだ。

「美結ちゃん、おはよう。ごめんね、アポ無しで来て」

　ソファに座っていた彼は、立ち上がって愛想のいい笑顔を浮かべる。相変わらず華のある人だけれど、調子の軽そうなところが苦手だとつくづく思った。

「いえ。タイミングよく、今朝は他のアポがありませんでしたので」

「本当？　よかった」

　さらにニコリとされたけれど、私としては嫌みを言ったつもりだった。アポがあれば会えなかったわけで、連絡無しで来られるのは迷惑……と気づいてほしかったのだけど。

（通じてないか……）

　藤堂さんは仕事関係の人だし、それなりにうまくやっていかないといけない。ため息を呑み込んで、彼に座るように促し私も向かいに腰を下ろした。

「実は、今日は美結ちゃんに話があってね。仕事に関係することだよ。でもさ、さっきから俺のスマホが行方不明なんだ。絶対、持ってきたはずなんだけど」

「えっ？　そうなんですか？」

　藤堂さんは、足元などキョロキョロと見回している。それでも見つからないようで、困ったように大きなため息をついた。

　私も一緒に探してみるものの、ソファにも落ちていない。部屋へ入るときも、スマホはなかったから、この部屋のどこか隙間にでも落ちているのか。

「ごめん、美結ちゃん。俺のスマホに電話をかけて、着信音を鳴らしてくれないか？」

「そうですね。番号を教えてもらえますか？」

　どこを探しても見当たらないし、これでは藤堂さんも困ってしまうだろう。彼から番号を聞き電話をかけると、すぐに近くから着信音が鳴った。

「ありがとう。これで、美結ちゃんの番号はゲットした」

「えっ？　あっ!?」

　スマホは、彼のスーツの内ポケットから出てきた。行方不明というのは嘘で、実際は私の番号を知りたいための芝居だったようだ。

（だから、スマホを持ってきてって言ったんだ……）

　藤堂さんは本当に困っていたようだったし、私も慌てていたからそこまで考えが及ばなかった。

　悔しいような、裏切られたような、なんとも言えない後味の悪さを感じてしまう。ただ、藤堂さんはなんとも思っていないようだけど……。

「美結ちゃんって、人がいいというか。素直だよね。良くも悪くも」

「どういう意味でしょうか？」

　本当は抗議をしたいところだけど、仕事相手だと思うと遠慮してしまう。それに、ここは社内だし就業中だ。騒ぐわけにもいかない。

　気持ちを切り替えソファに座り直すと、スマホをテーブルに置き藤堂さんを見据えた。

「そんなに、怖い顔しないでよ。美結ちゃんにとって、悪い話じゃないんだよ」

　クスクス笑う藤堂さんは、アタッシュケースから一枚のチケットを差し出した。それは、ＲＥＮＪＩ主催のパーティーのチケットだ。

「これは……？」

　思わず食い入るように見ると、彼はニッとした。

「新作の内見会も兼ねて、交流を深めようっていうパーティーなんだ。今回で、まだ二回目でね。上得意のお客様から取引関係者まで、幅広くゲストを呼ぶつもりなんだ」

　チケットには、シンプルに《ＲＥＮＪＩ内見会パーティー》と書かれてある。日付は半月後の金曜日、場所は駅前にあるホテルで柊真さんから告白されたところだ。

　場所になにかの縁を感じつつも、戸惑いを隠せなかった。

「とても光栄なのですが、私が出席する理由がなくて……」

　一緒に仕事をしているとはいえ、あくまでもＲＥＮＪＩの広告作成に携わっているだけで、ファッションとは直接関係があるわけではない。

　そもそもＲＥＮＪＩはメンズもので、私ではどうやっても着ることはできなかった。

「そんなことはないよ。広告作成って、クリエイティブな仕事だろう？　内見会を兼ねているといっても、それだけじゃない。広間での立食パーティーは著名人も参加するし、結構華やかなんだ。感性を磨くには、絶好の場所だと思うけど」

「ですが……」

　時間も十九時からで、仕事ではなくプライベートで行くことになる。だから、上司の許可はいらないけれど、だからこそ余計に簡単には受けることができなかった。

「心細い？　でも、柊真も誘う予定なんだよ。部下思いの社長も一緒なら、美結ちゃんもその気になってくれるだろう？」

（そっか。私たちが付き合うことになったこと、藤堂さんは知らないものね）

　彼どころか、周りの人は誰も知らない。社内恋愛は禁止されていないけれど、ちょうどＲＥＮＪＩの広告制作中ということもあり、私たちの交際のことはしばらく秘密にしようと思っている。

　それだけは、この土日で柊真さんにメールで伝えておいた。ただ、まだ返事は返ってきていないけれど。

「そうですか。社長もご一緒なら……」

　それなら心強いし、きっと他の社員も呼ばれるだろう。なかなか、ファッションブランドの内見会に行くチャンスはないし、藤堂さんの好意に甘えることにしよう。

「来てくれる？」

「はい。ぜひ、出席させていただきます」

　藤堂さんのことは、個人的に引っかかる部分はあるけれど、彼も言ったとおり仕事のプラスになることは間違いない。

　そういう機会を与えてくれたことに対しては、藤堂さんに素直に感謝の念が湧く。

「よかった。じゃあ、当日会場で。それと、ポスターの色合いで変更してもらいたいものがあるんだ。それは、あとでメールでデータを送るから」

「分かりました。確認させていただきます」

　仕事の話になれば、さすがブランドの創設者だけあってテンポのよい会話になる。藤堂さんのことは、ビジネスパーソンとしては尊敬しているだけに、しっかりと一線を引いておきたい。なにより、藤堂さんの軽いノリが私は苦手だ。

　とはいえ、番号が分かったら満足して、もう私に業務以外で絡もうとは思わないかもしれない。

　パーティーだって、柊真さんにも声をかけてくれると言っていたし、こちらが考えるほど藤堂さんは私に拘っていないと思いたい。

　彼を見送ったあと、チケットをバッグに収めると仕事を始めた。






《今夜も、うちに泊まってくれるか？》

　帰り際、スマホを確認すると柊真さんからメールが入っていた。ドキンと高鳴る胸を感じながら、メールを打ち返す。きっと彼は、まだ仕事中だろう。

《はい、お邪魔します。ただ、着替えを持ってきていないので、お泊りは難しいです……》

　こんなことなら、着替えを持ってくればよかった。そんな大胆な考えをする自分に、自分でびっくりしてしまう。

　合鍵を貰ったからといって、あたり前のように柊真さんのマンションに行く勇気がなかった。

　だけど、こうやって彼から誘ってくれるなら、着替えを準備しておいてもいいかもしれない。

　悶々と考えながら、柊真さんのマンションへ着く。予想どおり彼は帰っておらず、広い室内はシンと静かだった。

「どうしても、緊張するな……」

　彼は自由に使っていいと言ってくれたけれど、なかなかその気になれない。どこで時間を過ごそうか、辺りを見回すとバルコニーが目についた。

「本当に、綺麗……」

　窓を開けると、心地いい夜風が頬をかすめる。そういえば、金曜日に来たときには、ここから景色を眺めることはなかった。

（すぐに寝室に行ったものね）

　思い出すと照れくさく、クスッと笑ってしまう。ちょうど高い建物が周りにないから、夜景をパノラマで見ることができた。

「まるで、宝石箱みたい」

　この景色を、柊真さんはこれまでも誰か他の女性とも見たのだろうか。それを考えると胸がチクっと痛むけれど、彼の過去を私が詮索する権利はない。

　ただこれからは、私と見てくれる……。それだけで、夢のように嬉しい。

「ここが、気に入った？」

　柊真さんの声が聞こえたかと思うと、ふわっと背後から抱きしめられる。いつの間に帰ってきていたのだろうか、全然気づいていなくて驚いてしまった。

「お、お帰りなさい。すみません、気づけなくて」

「構わないよ。景色に、見入ってたみたいだし」

「はい。とても、綺麗な景色だなって。金曜日のときは、こっちからは外を眺めていなかったので」

「たしかに、そうだったな。きみを、真っ先にベッドへ連れていってしまったから」

　柊真さんはそう言いながら、うなじにキスを落とす。くすぐったいような、刺激を感じるような、そんな気持ちになり、思わず肩をすぼめてしまった。

「今夜は、あまり星が見えないな。夜空を見るのは次の機会にして、一緒に風呂に入らないか？」

「お風呂ですか!?　でも、メールでもお返事をしましたが、着替えがないですし。今夜は、晩御飯をご一緒したら帰ろうと思ってたんです」

「着替えがあれば、一緒に入ってくれたのか」

「えっ？」

「土曜日、きみがメモを残して帰ったから、余計に恋しくなったんだよ」

　彼のほうに振り向かされると、柊真さんの寂しそうな顔が見える。眉を下げ、残念そうにため息をついていた。

（そんな一面もあるんだ……）

　クールで余裕があるようにしか見えない柊真さんが、甘えたような顔をするなんて。一気に心を鷲掴みにされたようで、罪悪感すら込み上げてくる。

　そして気がついたら、大胆なことを口走っていた。

「近くに、スーパーがありましたよね？　下着だけ、買ってきます。だから、その……。お風呂だけなら一緒に」

　勢いで言ってしまい、最後は口調も弱々しくなってしまう。口にした内容もだけど、お風呂に一緒に入るということに、ここまで張り切っている自分が恥ずかしかった。

　小さくなっていると、目を丸くしていた柊真さんが表情を和らげた。

「本当にいいなら、マンションで用意できるよ。帰りは、送っていくから」

　優しく抱きしめられると、照れくささも緩んでいく。小さく頷くと、額にキスを落とされた──。






　ローズの香りがするお湯は、乳白色の薄いピンク色をしている。すくったお湯は、指の間から静かに零れ落ちた。

「柊真さん……」

「なに？」

　広いバスルームにも窓があり、夜の街をバスタブからでも眺められる。でも今は、煌びやかな夜景より、目の前の柊真さんに視線は奪われていた。

「そんなに、じっと見つめられると恥ずかしいです……」

　向かい合って浸かっているから、彼と頻繁に目が合う。さっきまでは、たわいもない仕事の話をしていたけれど、会話が途切れたら急に緊張してきた。

「美結の身体は綺麗だなって、見惚れてしまってただけだよ」

「柊真さんってば……」

　そのセリフだって気恥ずかしい。それに、そう言うなら柊真さんも同じだ。初めて彼に抱かれたときにも思ったけれど、彼の身体は逞しくて色っぽい。

　お風呂を一緒に入るというのは、想像以上に照れくさいのだと分かった。

「美結は、いつも自然体だし、一緒にいて落ち着くんだよ。きっとそう思うのは、俺だけじゃない」

　そっと手を取られ、柊真さんと視線が重なる。彼の目は、なんて綺麗なのだろう。ほとんど見惚れていると、静かに柊真さんが続けた。

「仕事が落ち着くまで、周りに交際を秘密にしておきたいというのは承知したよ。実は蓮司から、パーティーの招待状を貰ったんだ。きみも、誘われたんだろう？」

「ありがとうございます。はい、そうなんです。今朝、会社に来られて……」

　朝のことを彼に説明したけれど、スマホの番号を知られてしまったことは話せなかった。

　後ろめたかったからか、罪悪感があったからか。自分でも、自分の気持ちがよく分からない。ただ、どうしてもそれだけは言えなかった。

「なるほどね。でも、社内で誘いを受けたのは美結と俺だけだよ。他の社員は、呼ばれていない」

「そうなんですか？」

　たしかに、柊真さん以外の人を誘うとは言っていなかった。だけど、どうして柊真さんと私だけなのだろう。

「ああ。きっと、蓮司は薄々気づいてるんだろうな」

「私たちが、お付き合いをしていることですか？」

　でも、柊真さんから告白されたのは金曜日のことだ。その間に、藤堂さんには会ってもいないし、話もしていない。

　気づかれるものだろうかと思っていると、柊真さんが照れくさそうに微笑んだ。

「俺が、きみを好きなことだよ。人の感情の揺れには、蓮司はとても敏感だから」

「藤堂さんは、本気でそう思われているんでしょうか？」

「ああ。俺の好きなタイプの女性を、あいつはなぜかよく分かってるから」

　それ以上、なにかを質問するのは気が引けて、柊真さんの言葉を黙って受け取った。

「美結は、自分に謙遜をするところがあるけど、そんなことはない。きみは、とても魅力的な女性だよ」

「柊真さん……。ありがとうございます」

　そんな風に言われると、連絡先を知られたことが、ますます申し訳なくなってくる。やっぱり、柊真さんに話しておくべきだだろうか。すっかり話すタイミングを逃してしまい、後ろめたい気持ちばかりが残ってしまった。






「美結。パーティーの夜は部屋を取っておくから、泊まって帰ろう」

「は、はい！」

　お風呂を済ませケータリングで夕食を終えたあと、柊真さんは私のマンションまで送ってくれた。名残惜しさがあったけれど、今の言葉であっという間にテンションが上がってしまう。やっぱり本当は、彼とずっと一緒にいたい……。

「それと、本音を言えば朝までいたかった。次は、帰さないよ」

「はい……」

　唇にキスを落とされて、私たちはその夜は別れた。私が玄関ホールに入ったのを確認した柊真さんは、車を走らせ帰っていく。

　ガラスドア越しに彼の車が見えなくなるまで見送ると、部屋に戻った。さっきまで柊真さんと一緒にいたから、余計に寂しく感じてしまう。

　あとは寝るだけ……だけど、全然眠れそうにない。ルームウエアに着替えてベッドに寝転んだとき、スマホの着信音が鳴った。

　二十三時過ぎの電話に心当たりはなく、期待を膨らませスマホを手に取った。きっと、柊真さんからだろうと思ったからだ。

「えっ？　藤堂さん？」

　期待は外れて、電話の主は藤堂さんだった。彼に番号を知られたとき、私もアドレスに彼の番号を登録しておいたのだ。藤堂さんから電話があったとき、分かるようにするために。

（本当にかかってきた……）

　電話に出るべきか迷っているうちに、謝って応答ボタンをタップしてしまった。するといつもどおり、調子のいい藤堂さんの声が聞こえてきた。

「美結ちゃん、今一人？」

「はい、一人です。なにか、ありましたか？」

　冷たい言い方だろうかとも思ったけれど、藤堂さんからの電話も唐突だし、ちょっと馴れ馴れしいし仕方ない。

　でも彼は、不快に感じる様子もなく明るい声で答えた。

「特別な用はないよ。単に、美結ちゃんの声が聞きたくなっただけだから」

「そうですか……」

　素直に喜ぶ気にはなれない。柊真さんに会った直後の藤堂さんとの会話に、言いようのないうしろめたさが込み上げる。

「気乗りしない声だね。美結ちゃんってさ、付き合ってる人いないんだろう？」

「え……？」

　核心に触れられドキッとしたけれど、怪しまれてはいけない。周りに話していないのだから、藤堂さんにも打ち明けることはできなかった。

　どう返すべきか、考えていると彼が続けた。

「それなら、俺がきみにアプローチしてもいいわけだよな？」

「あ、あの。藤堂さん、本気で仰っているんですか？」

「本気だよ。だって、俺は美結ちゃんみたいな人と出会いたかったから」

　きっぱりと言われ、戸惑いでいっぱいになる。

　まさか、本当に……？　どうしても、彼の言葉が信じられない。

「美結ちゃん、会いたい」

「えっ？　む、無理です。ごめんなさい」

　もう、どうしたらいいのだろう。頭の中は、困惑から混乱に変わり、断るための言葉ばかり思い浮かべてしまう。

「今すぐの話じゃないよ。そうだな、明日の夜とか」

「それは……。仕事が、いつ終わるかも分かりませんし。それに、私と藤堂さんは知り合って間もないです。一緒に過ごした時間は業務以外にないですし、藤堂さんの言葉がいまいち信じられません」

　彼のような人には、はっきりと伝えたほうがいいだろう。曖昧に答えるより、きっと分かってもらえる。そう思ったけれど、藤堂さんはすぐに切り返してきた。

「美結ちゃんの言うとおりだよ。だからこそ、会いたいんじゃないか。俺を知ってもらわないと、拒絶されることに納得がいかない」

「ですが。私と藤堂さんでは、立場的にも不釣り合いですし。どうして、そこまで私を求めてくださるのかが分からないんです」

　藤堂さんとの仕事に影響させないために、柊真さんとの交際は内緒にしておこうと決めたのに。

　まさか、その藤堂さんからアタックされて、断る理由をきちんと言えないなんて皮肉過ぎる。

「美結ちゃんが、普通の子だからだよ。俺が好意を示して、ここまで拒まれるのは初めてだ」

　その口調には、不快感より嬉しさが混じっているように聞こえる。彼は、私が拒否すればするほど気分が高まるみたいだ。

　これ以上ここで彼を拒んでも、引いてくれることはないだろう。会う約束は取り付けられない。その気持ちだけは、しっかり持っておこうと決めた。

「お気持ちは、とても嬉しいです。でも、それにお応えすることはできません。すみません」

「美結ちゃんって、案外頑固なんだな。でも、俺は諦めないよ。じゃあ、また」

　藤堂さんはそう言って、電話を切った。同じ強引でも、相手が柊真さんなら心はどこまでもときめくのに。

「会いたい……」

　思わず口にしてしまった心の本音は当然、藤堂さんに向けたものではなく柊真さんへの想いだった──。






「澤木さん、ＲＥＮＪＩの仕事は順調そうだね。安心したよ」

　翌朝、上機嫌な部長が柊真さんと一緒に私のデスクを訪れた。部長からの声かけも珍しいけれど、柊真さんが一緒であることに密かに心はざわついた。

「ありがとうございます。ただ、まだようやく構成が決まっただけでして。完成までは、もう少し時間がかかりそうです」

　立ち上がると、努めて冷静に受け答えをする。柊真さんはいつもどおり〝社長の顔〟で、私を静かに見ていた。

　それでも、彼が近くにいるだけでときめいてしまう。だからといって、その気持ちを表に出すことはしない。自分の気持ちを抑え、部長にしっかり視線を合わせた。

「その点は、大丈夫だよ。藤堂さんがね、澤木さんをとても褒めてくれているんだ。息もぴったり合うから、メインの担当は澤木さんでお願いしたいと直接依頼があったんだよ」

「え？　ですが、今でも藤堂さんとの窓口は私になっていますが……」

　首を傾げると、部長は少し困ったように柊真さんを見た。まるで、助け船を求めているかのようだ。すると、今度は柊真さんが口を開いた。

「どうやら藤堂くんは、澤木さんがとても気に入ったようでね。俺にも、社員の仕事に余計な口を出すなと言ってきたんだよ」

　彼は苦笑してみせたけれど、内心はかなり不快だったに違いない。だけど、そんなことは微塵も感じさせず、私に手を差し出した。

「俺も、他に業務があるから、澤木さんにかかりっきりとはいかないんだ。藤堂くんの依頼もあったことだし、しばらくおとなしくしておくよ。だから、その前に一度進捗状況をチェックさせてほしい」

「は、はい。よろしくお願いします」

　メモリを渡してほしいという意味だったようで、慌てて引き出しからメモリを取り出す。彼のしなやかな指を見て、一緒に過ごした夜を思い出してしまった。

（ダメ、ダメ！　雑念は、追い払わなくちゃ）

　メモリを渡すと、柊真さんは「すぐに確認して返すよ」と言って部長と戻っていった。ため息をつきながら席に着くと、沙子が椅子を寄せて囁く。

「藤堂さん、美結にかなりご執心じゃない。凄くない？」

　声を潜める彼女の視線は、奥のほうへ向いている。さっき、柊真さんと部長が入っていった部屋のほうだ。

「そんなんじゃないよ。それに、私はそんなつもりはないし……」

（少しずつ、エスカレートするな……）

　わざわざ会社に来たり電話をしたり、藤堂さんはいったいどういうつもりなのだろう。彼だって、いろいろ噂になると迷惑だろうに……。

「相変わらず、素っ気ないのね。先週発売されたファッション誌に、藤堂さんが出てたのよ。カリスマデザイナーって書かれてたわよ」

「そっか。才能豊かな方で、尊敬はしてるんだけど。でも、それだけよ」

　ふふっと笑顔を返し、仕事を再開させた。藤堂さんにも困ってしまうけれど、こうやって彼に絡まれるのも一緒に仕事をしている間だけだろうと思っている。






「ねえ、あの人って藤堂蓮司じゃない？」

　終業後、ロビーに降りると女性社員の会話が聞こえてきた。数人が、入り口のほうに目をやり色めき立っている。

　ギクッとしながら彼女たちと同じ方向に視線を向けると、入り口のすぐ側に藤堂さんが立っていた。

　腕を組み、通りに目をやる姿は、とてもサマになっていてカッコイイ。女性が騒ぐ気持ちも分かるけれど、私には藤堂さんを見るだけで憂鬱になっていた。

「あっ、美結ちゃん！　お疲れ」

　女性たちの存在に気づいた藤堂さんが、こちらに顔を向け愛想のいい笑顔で手を振っている。

　ロビーに響く大きな声で、私が注目を浴びたのは言うまでもない。営業からの帰りらしい他社の社員もいて、一気に恥ずかしさが込み上げた。

「藤堂さん、声が大きいですよ」

　彼のほうへ駆け寄らざるを得なくて、ますます気が滅入ってしまう。だけど藤堂さんはお構いなしに、ニコニコと目を細めた。

「逃げられちゃ困るからね。せっかく、美結ちゃんに会いにきたんだから」

　そっと両手を取られ、咄嗟に引っ込める。それには、さすがの藤堂さんも眉根を寄せた。

「人前で、ここまで露骨に俺を拒むの？」

「すみません……。でも、周りに誤解されます」

　仕事で関係のある人でなければ、もっとあからさまに拒絶したいくらいだ。これでも遠慮をしているというのに、彼の一方的な言い分には若干の苛立ちも覚える。

「いいじゃん、別に。藤堂蓮司と付き合ってるって、美結ちゃんにとっては箔がつくことだと思うけど」

　彼はそう言いながら、再び私の両手を取った。今度は、拒むことを制するかのように藤堂さんの力が強い。

　痛いくらいに握られ、悔しさのような感情が込み上げて唇を噛んだ。どうして藤堂さんは、こんなことをするのだろう。

「私には、華やかな肩書きは必要ありません。藤堂さんとは、お仕事をさせていただいている関係に過ぎないと思っています」

「頑固だなぁ。ここまでして、落ちなかった女性は今までいなかったんだけど」

「本当に、すみません。藤堂さんとは、きちんと距離を置いたお付き合いをしたいんです。手を、放していただけませんか？」

　努めて冷静に、そして自分の気持ちを素直に伝える。私たちは付き合っていないし、そのつもりもない。藤堂さんと噂になったら、私はとても困るのだ。

「じゃあ、場所を変えようか？　目立つから、嫌なんだろう？」

「そういう意味では、ありません。お願いです。放してください」

　頭を下げる私に、藤堂さんは深いため息をつきながら手を放してくれた。さすがに、人の目を引きすぎている。

「まさかと思うけど、柊真に憧れてるとかじゃないよね？」

「え？　どうしてですか？」

　ドキッとしてしまいながらも、どうにか自分の心を安定させる。藤堂さんは勘がよさそうだから、気を緩めると見抜かれそうだ。

「俺の知ってる限り、あいつは本当にモテるから。タイプじゃないっていう女性は、十人いて一人いるかいないかだろうな」

「そうですか……。ですが、田辺社長は社長ですから。私には、雲の上の人です」

　あたり前に誤魔化すことに良心がチクっと痛むけれど、そうするしかないのだから割り切らないといけない。自分にそう言い聞かせ、彼に会釈をした。

「そろそろ、失礼します。また、お仕事でよろしくお願いします」

　逃げるようにその場をあとにすると、藤堂さんはそれ以上声をかけてくることはなかった。

　今夜は、着替えを持ってきている。柊真さんのマンションへ急いで向かった。






「あ、来てたんだね」

　帰宅した柊真さんにそう言われ、リビングにいた私はハッとなる。彼の言葉を真に受けたけれど、当然のように訪れて図々しかっただろうか。

　慌てて立ち上がると、着替えを入れていたバッグを手に取った。

「すみません。私ったら、馴れ馴れしく来てしまって。やっぱり、今夜は帰りますね」

　恋愛に不慣れで、全然スマートな振舞いができない。顔が熱くなるほど恥ずかしさを感じながら柊真さんの横を通り過ぎようとしたとき、彼に腕を掴まれた。

「ごめん。意地悪な言い方だったかな？　帰らなくていいよ。昨夜も言っただろう？　次は、帰さないって」

「でも……」

　気を遣ってくれているみたいだけれど、柊真さんの目は笑っていない。それどころか、鋭い眼差しで私を見ている。

「そのバッグは置いて。美結に聞きたいことがあるんだ」

「聞きたいことですか？」

　まさか、さっきのオフィスビルでのロビーのことを耳にしたのだろうか。恐る恐る尋ねると、彼も鞄を床に置いて私の顎を引き上げた。

　柊真さんの強引な一面に、不覚にもドキッとしてしまう。

「どうして、隠してた？　蓮司と、連絡先を交換したんだって？」

「え……？　ど、どうしてそれを……？」

　一瞬、頭の中が真っ白になる。言い訳も、なにも思い浮かばなかった。

「今日、蓮司から連絡があったと言っただろう？　そのとき、あいつから言われたんだよ。美結のプライベートの連絡先をゲットしたって、自慢げに話してたな」

「それは……。昨日、藤堂さんが制作部に来られたときに……」

「それも聞いたよ」

　私の言葉を遮るように、柊真さんが言い切った。藤堂さんに連絡先を知られたのは、不注意ではあったけれど本意ではない。

　そこだけは、理解してほしかった。

「すみません。今日の退社のときに、藤堂さんがビルのロビーに来られてまして」

「それも知ってる」

　少し苛立つように言った柊真さんは、ゆっくり顔を近づけ唇を重ねた。初めから舌を押し入れられる濃厚なキスで、強く私の舌と絡み合う。

「ん……。はぁ……」

　僅かに呼吸ができるものの、離れたと思った唇はすぐにまた塞がれた。口端から唾液が零れ落ちるほど、柊真さんは何度も舌を口腔内に挿入してくる。

「柊真……さん」

　頭がクラクラしてきて、堪らず彼の胸に身体を預けた。そんな私を、柊真さんは抱きしめてくれる。

「美結が好んで、蓮司に電話番号を教えたわけじゃないことは分かってるよ。ただ俺は、それを隠されていたことが少し悲しかったんだ」

「ごめんなさい。どう言えばいいか分からなくて、伝えそびれていました」

　顔を上げると、柊真さんは微笑むでもなく、かといって険しい表情でもなく真っすぐな瞳を向けている。

　怒らせてしまったのか、それとも傷つけてしまったのか。どちらにしても、柊真さんとの関係が、ぎくしゃくしたものになってしまった。

「蓮司はきみに本気……というか、きっと本気になっていくよ」

「柊真さん……」

　なんて答えたらいいのか分からず、ただ彼の名前を口にすることしかできなかった。






　寝室に響く着信音に、思わず腰が浮いてしまう。スマホに手を伸ばすと、ディスプレイには藤堂さんの名前が出ていた。

「も、もしもし……」

「もしもし、蓮司だよ。なんか、ビクビクしてるね。今、一人なんだろう？」

「はい。そうですが」

　さすが、藤堂さんは鋭い。私の動揺を、すぐに察したようだ。

「さっきは、会社まで押しかけてごめんね。でもそれだけ、俺が本気だって分かってほしかったんだよ」

「お気持ちは嬉しいんですが、本当にお応えすることはできないというか。そもそも、私である必要はないと思うんです」

　一人といえば一人だけれど、それは柊真さんがお風呂に入っているからだ。出ればこっちへ来るだろうし、藤堂さんから電話がかかってきていることが分かったら、また険悪な雰囲気になってしまう。

　とにかく、電話はすぐに終えたかった。

「そうかな？　なんで、そんなに謙遜するの？　もしかして美結ちゃんって、俺みたいな奴から告られたら、世界が違うから～とか言うタイプだ？」

「からかってるんですか？」

　若干ムッとしてしまい、語気が強くなってしまう。すると、電話の向こうで藤堂さんのクスッと笑う声がした。

「顔に似合わず、気が強いな。からかってないよ。そういうところが、気に入ってるって言ってるんだ。たしかに美結ちゃんは、目を引くほど美人ではない」

「はい。分かっています……」

「でもそれは、正直大きな問題じゃない。俺は、自分の彼女をアクセサリーみたいに考えてるわけじゃないから」

　そういう考えは、とても共感できるし素敵だと思う。とはいえ、だからといって藤堂さんと親しくするというのは別問題だ。黙って聞いていると、彼が続けた。

「普通に接することができる女性、それが理想なんだ。美結ちゃんとなら、見栄を張る会話は必要ない。それに、きっと喧嘩もできる。そういう人と、俺は一緒になりたい」

「ですが……。私は、藤堂さんを男性として見ることはできません。だから……」

　分かってほしい。それだけ……。だけど、藤堂さんは納得できないようで間を空けずに言った。

「どうして？　最初は、たしかに本気じゃなかった。どうせ、すぐなびくような子だろうと思って接してみたけど、そうじゃなかった。だから、美結ちゃんに惹かれたんだよ」

「お気持ちは、とても有難いんです。でも……」

　どうすれば、分かってもらえるのだろう。戸惑いを隠せないでいると、廊下から音が聞こえてきた。

　どうやら、柊真さんがお風呂から出てきたらしい。自分が電話をしていること、その相手が藤堂さんであることに焦り、慌てるように言った。

「すみません。これ以上、お話しはできませんので」

「え？　美結ちゃん？」

　状況が吞み込めない藤堂さんに挨拶をして、早々に電話を切ると電源も消した。柊真さんと一緒にいるときに、かけ直されたら困るからだ。

（私ってば、なにをしてるんだろ……）

　スマホをサイドテーブルに置くと、同じタイミングで柊真さんが寝室へ入ってきた。藤堂さんのことを、本当はきちんと相談するべきなのだろう。

　だけど、一度気まずくなってしまったからか、話を切り出す勇気が持てなかった。

「美結、蓮司のパーティーなんだけど、社内で招待されてるのは俺たち二人だけだろう？　だから、当日は一緒に行かないか？　定時に終われそう？」

「はい。部長に相談して、十八時に終われるようにします」

「よかった。じゃあ、そうして」

　小さく微笑んだ柊真さんは、ベッドに入るとダウンライトの明かりを消した。ナイトライトだけになり、互いの顔がぼんやり見えるくらいだ。

「寝ようか。明日も早いし。おやすみ」

「はい。おやすみなさい……」

　彼が側にいるからといって、いつもその温もりを感じられるわけではない。それは分かっているけれど、背中を向けられると寂しさを覚えてしまう。

（ここへ来たことが、迷惑だったのかな……）

　明日は、自分のマンションへ帰ろう。そう決めて、目を閉じた──。

















第５章　揺るがない二人の想い












　柔らかな感触がして、夢心地の頭が自分の都合のいいことばかりを考えていく。なんとなく、柊真さんの匂いがする……。

　もしかして、キスされてる？　なんて、そんなわけがないか。昨夜はきっと、私が来て迷惑だっただろうから。

　どこかぼんやりしたまま瞼を開けると、目の前に柊真さんの顔が見えて途端に眠気が吹っ飛んでしまった。

「起きた。美結は、眠るとなかなか起きないよな」

「しゅ、柊真さん!?」

　じゃあ、やっぱりあの感触は……。口に出して聞くのが恥ずかしく、一人で照れくささを感じながら起き上がると、不意打ちのように彼の唇が重なった。

「あ、あの……」

　どぎまぎしてばかりの私に、彼は余裕たっぷりの笑みを見せた。思ってもみなかった柊真さんの甘い行動に、朝から胸はときめきでいっぱいだ。

「キスしたこと、分かってもらえてなかったら残念だから。じゃあ先に、ダイニングへ行ってるね」

　キスをされた唇を触りながら、昨夜のネガティブな感情はすっかり消えてしまったと自覚した──。






「私が、窓口担当になりたかったわ」

　突然、楠木さんにそう言われ、思わず目を丸くした。今日は、久しぶりに、楠木さんと沙子と三人でランチに来ている。

　昼休憩が三人一緒になることは少なく、久しぶりの女子トークに沙子もノリノリだ。ランチプレートのオムライスを頬張りながら、沙子は不満げに言った。

「楠木さんは、ＲＥＮＪＩの制作メンバーだからいいですよ。私なんて、その仲間でもないんですよ？」

「村上さんは、自動車メーカーの広告チームじゃない。あそこは、毎回依頼がある大企業だし、経験で言うなら申し分ないでしょ？」

「でも、担当者はおじさんですよ？　営業部長で五十歳。イケオジならまだしも、メタボ気味の中年男性です」

　肩を落とす沙子に、楠木さんはクスクス笑っている。二人は、私が藤堂さんからパーティーに誘われたことを知ってから、とても羨ましがっているのだ。

　だけど当の私は、藤堂さんより今朝の柊真さんのキスの余韻に浸っていて、二人の会話を気もそぞろに聞いていた。

「しかも、パーティーは社長と二人！　もう、美結が羨まし過ぎるでしょ？」

　沙子に目を向けられ、我に返って笑顔を取り繕う。柊真さんの話題になると、心が跳ねるようにときめくから隠すのに必死だ。

「パーティーに、誘われただけよ。藤堂さんが気を遣って、今後の仕事の参考になればって。それで、一人だと心細いだろうからって、社長も呼んでくださったのよ」

　半分は本当のことだから、二人には許してもらおう。そういえば、藤堂さんはどうして私の他に、社長しか誘わなかったのだろう。

「なるほどねぇ。いいなぁ。藤堂さん、明らかに美結がお気に入りっぽいもんね。楠木さんも、そう思いません？」

「そうよね。わざわざ会社に訪ねてきたり、電話をかけてきたり。かなり大胆だと思うわ」

　昨日、藤堂さんがロビーに来たこともさっそく噂になっていて、楠木さんや沙子も知っている。

　ますます、藤堂さんが私を気に入っているという印象が強くなり、それに関しては困っていた。

「でも、藤堂さんが本気とは思えませんよ。きっと、私のような女性が珍しいだけなんです」

　そう。きっと、彼にとって私は新鮮だったのだ。口ぶりからして、普段からとても女性にモテていて、口説けば落ちる人が多いようだった。

　だけど、私は生意気な態度ばかり取っているから、それが藤堂さんの刺激になっているだけだと思っている。

「澤木さん、今日の午後はＲＥＮＪＩの本社へ行くんでしょう？」

　楠木さんの問いかけに、大きく頷いた。

「はい。いつもどおり、打ち合わせなんです」

　藤堂さんからの電話を一方的に切っていることもあり、少し気が重い。今日は、藤堂さんになにを言われるのだろう。






「試し刷りができたら、そちらもお持ちします。今は、こちらで作成した簡易版になるのですが。どうでしょう？　上品な大人の男性の雰囲気が、出るような構図だと思うのですが」

　ＲＥＮＪＩの社長室で、私は藤堂さんにタブレットを見せた。画面サイズの関係で、迫力感は伝わりにくいけれど、色味や構図はほぼ再現されている。

　彼は腕を組んでそれを見ながら、大きなため息をついた。

「お気に召されなかったですか？」

　不安になりながら、向かいに座る藤堂さんの表情を窺い見る。昨日、柊真さんと部長が確認していて、ＯＫを貰った自信作だ。

　だけど、深いため息をつかれドキッとする。

「いや、そんなことないよ。むしろ、こっちの要求どおり作ってくれて感謝だ」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　ホッと胸を撫で下ろしながら、全身の力が緩んでいく。広告制作は経験があっても、自分がこうやって取引相手とやり取りしていくのは初めてだ。だから、うまく進行できているか毎回不安だった。

「美結ちゃんってさ、俺と一緒にいて緊張しないわけ？」

「え？　そんなことはありませんよ。いつも、緊張しています」

　もしかして、今のため息は私の態度に向けられたものだった？　自分ではそんなつもりはなかったけれど、生意気に映っていたのだろうか。

　おずおずと藤堂さんを見ていると、彼はさらにため息を大きくした。

「たぶん、意味が違う。俺が言うのは、異性として意識してないのってこと」

「異性として、ですか？　私は、藤堂さんとはお仕事としてお会いしていますから」

　もちろん、電話のことは忘れていない。昨夜のやり取りは、今でもはっきりと思い出せる。

　だけど、今は業務中だし、仕事はチームで行っているものだ。私情を挟み、滞らせたくなかった。

「まあ、そういうところが、美結ちゃんのいいところでもあるんだけど。ただ、もうちょっと意識してほしいかなぁって」

「ですが……。私は、藤堂さんをそういう目で見ることはできませんので」

　タブレットを鞄にしまいながら、彼を見据える。どうしても、藤堂さんが本気とは思えないけれど、これだけ言われると真剣なのかなと考えてしまう。

「ねえ、柊真とは親しいの？」

「社長とですか？　いえ、親しいとか、そんな関係じゃないですよ。社長ですから」

　藤堂さんの鋭い突っ込みには、冷や冷やしてしまう。どうやら、彼は怪しんでいるようだ。柊真さんとのことを誤魔化すのは申し訳なく感じるけれど、勝手に藤堂さんに話すわけにはいかない。

　否定すると、彼は真面目な顔つきになった。

「柊真は？　美結ちゃんから見て、特別な感じはしない？」

「しませんよ。仕事中は、そういう雰囲気は出されませんから」

　なぜ、こんなに柊真さんの話題が出てくるのだろうと不審に感じる。まさか藤堂さんは、柊真さんの私への気持ちに、気づいているのか。だから、パーティーに柊真さんを誘って反応を見てみようと思ったとか……？

　私と柊真さんが一緒にいたのは、初めて藤堂さんと会ったときだけなのに。どのタイミングで、怪しまれたのだろう。

「美結ちゃんって、なにも感じないのか？」

「え？　どういう意味ですか？」

　さらに訝しげに彼を見ると、藤堂さんはゆっくり首を横に振った。

「いや、いいんだ。それより、パーティーは来てくれるんだろう？」

「はい、もちろんです。お伺い、させていただきます」

　藤堂さんと接すれば接するほど、彼のことがよく分からなくなる。どうして、私に執着するのか。

　それが全然、分からない──。






「ここが、今夜泊まるエグゼクティブスイートだ。美結にも、キーを渡しておくよ」

　ＲＥＮＪＩ主催のパーティーの当日、三十分ほど早めに着くと、柊真さんが客室を案内してくれた。

「凄い……。見晴らしがいいですね」

　ドアを開けると、広々としたリビングが目に飛び込んだ。ソファセットや観葉植物が置かれ、大きな窓からは街の景色が一望できる。

　薄暗くなったオフィス街は、ネオンの光が目立ち始めていた。まるで、宝石箱の中を覗いているようでため息が出てしまう。

「パーティーが終わったら、ここで過ごそう。明日は、仕事は入れないよう有馬くんにも言ってある。久しぶりに、きみとゆっくりしたい」

「はい。私もです」

　そう。この半月近く、仕事に追われていた私たちは、二人でゆっくり過ごす時間を取れなかった。

　あまりに多忙な日は、私は自分のマンションに帰っていたし、柊真さんも黙ってそれを受け入れてくれていた。

　だから今夜は、パーティーも楽しみだけど、その後の時間を心待ちにしている。

「それにしても、なんだか新鮮ですね。なかなか会える時間がなかったから、久しぶりに柊真さんの顔をしっかり見た気がします」

　鍵をかけて、私たちはエレベーターホールへ向かう。パーティー会場は、この四フロア下にある広間で開かれるからだ。

　人目につきはじめると、私たちは〝社長と一社員〟にならないといけないから、今のうちにたくさん話しておこう。

　そう思って声をかけたけれど、彼は小さく微笑むだけでなにも言ってくれなかった。

（なんとなく、気まずいままだな……）

　藤堂さんのことでぎくしゃくして以来、やっぱり柊真さんとの間に隔たりを感じてしまう。

　今日、楽しみにしているのは私だけ……？　でも、あんなに素敵な部屋を用意してくれたのだから、きっと柊真さんも同じ気持ちのはずだけど。

「あっ、美結ちゃん。来てくれて、ありがとう」

　エレベーターが開いたと同時に、藤堂さんと目が合った。彼は、招待客の対応をしていたようだ。ＲＥＮＪＩのスーツを着て愛想のいい笑顔を見せている。

「こちらこそ、ご招待いただきありがとうございます」

　さすが、自身のブランドの服だけあり、カラーシャツもサマになっている。入り口前のロビーから賑わっていて、華やかな雰囲気だった。

「柊真、みんながお待ちかねだよ」

　私に笑顔を向けたあと、藤堂さんは柊真さんに耳打ちをした。

「お待ちかねって？」

　眉根を寄せた柊真さんは、藤堂さんに短く質問をした。やっぱり、普段と違い柊真さんの雰囲気は殺伐している。

「女性ゲストだよ。お前が来るって言ったら、みんな喜んでた。さすがだな」

　どこか挑発的な言い方の藤堂さんに、柊真さんはまるで興味がないかのような顔を向けている。

「今日は、仕事の延長で出席させてもらうから。澤木さん、行こうか」

「はい、社長。それでは藤堂さん、失礼いたします」

　藤堂さんに会釈をして、小走りで柊真さんを追いかけた。

「藤堂さん、ムッとしてましたよ？」

　小声で話しかけると、柊真さんは苦笑した。

「関係ないよ。蓮司は、わざとあんなことを言ったんだ。きみの前でね」

「わざと……？」

　それ以上は、パーティー会場で聞くことが憚られて彼の隣を黙って歩く。すると柊真さんは、すぐに何人かの男性に声をかけられた。

　皆、大企業の重役たちで、五十代くらいの人から、三十代くらいの若い人まで様々だ。どの人とも気さくに接していて、そのたびに私のことも紹介してくれていた。

「お話を聞いてるだけで、とても勉強になります」

　大手自動車メーカーの御曹司と別れた際、柊真さんにため息交じりに言う。知り合いもＶＩＰな人たちばかりで、改めて彼の華やかな人脈を見てしまった気がする。

「そうだろう？　今夜は、企業で役職のある人が大勢来ている。澤木さんも、考え方とか参考になると思うよ」

「本当に、そうですね。ちょっとお酒も入るから、話も盛り上がりますし」

　ふふっと笑っていると、藤堂さんが男性を連れてやってきた。その人は、五十代後半くらいの男性で、企業の社長らしい。

　柊真さんも知っている人のようで、感じよく挨拶していた。

「美結ちゃん、紹介するよ。こちらは、大手機械メーカーの社長で山田さんだ。彼女ですよ。さっきお話した、広告代理店に勤務しているという」

「ああ、化粧品メーカーのＣＭを手掛けられたとか。あれは相当、話題になりましたね。タイアップ曲も、流行歌になりましたし」

「恐れ入ります。ただ、ＣＭはチームで作っておりまして、私一人の力ではないんです」

　控えめに答えると、山田さんは豪快に笑った。社長といっても、気さくな感じだ。

「そんな謙遜を。田辺社長は、優秀な社員を多くお持ちと聞いていますので、とても羨ましいですよ」

「とんでもないです」

　返答に困るような振りでも、柊真さんはスマートに大人の対応をしている。そんな彼を密かに惚れ直していると、藤堂さんに腕を引っ張られた。

「と、藤堂さん？」

「分からない？　山田社長は、柊真と話がしたいんだよ」

　そう言われて二人のほうへ目をやると、たしかに山田社長は柊真さんにいろいろ話しかけている。

「美結ちゃんがいると、話しにくいビジネスの内容もあるんだから」

「そうなんですね。すみません」

　そう言えば、さっきも藤堂さんに仕事の延長で来ていると言っていた。つい、一緒にいるのがあたり前だと思っていたけれど、不都合なこともあるらしい。

「こっち。美味しいカクテルがあるから」

「え？　あ、あの……」

　半ば強引に手を引っ張られ、部屋の端まで来てしまった。といっても、どこも人が多く死角になるような場所はない。

　それに安心しながら、視線は遠くの柊真さんへ向いてしまう。山田社長と話している間にも、数人の女性が彼に声をかけていた。

「さすが、柊真は人気があるね。あいつがいると、いつもはモテる俺も霞んでしまうんだ」

「社長のほうは、気にされていないみたいですけど。それに、ここは藤堂さん主催のパーティーですし、藤堂さんのほうが目立つと思いますよ」

　ぎこちなく笑ってみるものの、藤堂さんはニコリともせず視線の先を柊真さんのほうへやった。

「あいつ、見た目もいかにもエリートって感じだろう？　遊びには俺みたいなのはぴったりみたいだけど、本命としては柊真のようなタイプが皆好きなんだよ」

「藤堂さんらしくないですよ。そんな言い方」

　一緒に仕事をする前から、藤堂さんは自信に溢れている印象だった。だから、彼がそんな発言をすることに少し驚いてしまった。

「そんなもんだよ、現実は。でも、美結ちゃんは違うだろう？」

「私は……、どのようにお答えしたらいいか分かりません。いずれにしましても今夜は、本当にありがとうございました。とても、勉強になりました」

　藤堂さんに改めてお礼を言い、会釈をすると身を翻した。パーティー終了まで、あと数十分だ。

　藤堂さんに怪しまれず、部屋へ行かないといけない。身を翻すと、背後から呼び止められた。

「ねえ、美結ちゃん。このあと、会えないか？　明日は、休みなんだろう？」

　振り向くと、藤堂さんが真っすぐ見つめている。それでも私は、首を横に振った。きっと彼は、本気で誘ってくれていると思った。

　だからこそ、気持ちには応えられない。もう一度藤堂さんに頭を下げると、きっぱりと言った。

「申し訳ありません。このあとは、別の予定がありますので」

　さすがに人目のつくパーティー会場で、藤堂さんはそれ以上なにも言わない。だけど代わりに、唇を噛み締めて悔しそうな表情をしていた──。






　アロマの香りが、ほんのりとする。ナイトライトだけになったベッドルームは、窓からの景色も相まってロマンチックだった。

「本当に、素敵な部屋ですよね。でも、少し柊真さんのお部屋と重なります」

「あまり、代わり映えしないかな？」

　キングサイズのベッドに寝かされ、柊真さんに上から見つめられる。久しぶりに素肌を重ねられるのが嬉しくて、そっと彼の胸に手を伸ばし触れた。

　互いにすぐに服を脱ぎ捨てたのは、きっと私も彼ももどかしかったからに違いない。今は会話より、早く身体を重ねたかった。

「違います。それだけ、普段が夢のようなんです」

「そうか？　でも美結は、ここへ来たとき言ってたじゃないか。なかなか、会える時間がなかったから新鮮だったと。あまり、一緒にいたくないって思ってたんじゃないのか？」

「えっ？　違いますよ。そんなわけ、ないじゃないですか」

　思わず上体を起こしそうになり、それを柊真さんに制された。そして両足を広げられたかと思うと、彼が遠慮なく茂みに顔を埋めた。

「本当に？　知ってるんだよ。きみが、蓮司と電話で話していたこと」

　そう言われ、なにか弁解しなくてはと思うのに、柊真さんの舌が蜜口に押し入れられ身体が素直に反応した。

「はぁ……ん。そ、それは……」

　半月前のことを言われているのは分かっている。あれから、何度か藤堂さんから電話があった。だけど、それはすべて無視している。

　ということは、あの最後の電話が、実は彼に聞かれていたということか……。

「分かってる。本当は、無理やりの電話だと分かってるんだ。でも、きみに簡単に近づく蓮司が腹立たしくてね」

　そう言いながら、柊真さんは舌で膣の中を掻き混ぜる。彼に刺激されるたび、熱い蜜が溢れていた。

「んはぁ。ふんぅ……」

　恥部を愛撫されながら、彼の指で乳房の尖端を摘ままれる。コリコリと擦られ、思わず腰が跳ね上がった。

「んぁ。はんぅ……」

　藤堂さんのことで、いろいろ話したい思いがあるのに、漏れ出てくるのは甘く艶めかしい声ばかりだ。

　溢れる蜜は、彼に吸われて厭らしい音を響かせている。乳房を弄られながら、柊真さんのもう片方の手で花びらを摘ままれた。

「んぅ……。んぁ……」

　擦るように撫でられて、身をよじりながら彼の愛撫に応えていく。ぎこちない空気も、肌を重ねることで消えていくようだった。

「なあ、美結。蓮司には、話してしまおうか。俺たちのことを」

　蜜口から舌を抜いた柊真さんが、顔を上げて言った。熱い吐息を漏らす私と違って、なんて冷静なのだろう。

「でも、会社の人に知られたら……」

「それも、承知の上で。あいつが、あんなにしつこいとは思わなかったんだ。きみを諦めてもらうには、本当のことを話すしかないだろう？」

　彼は私の両腕を引っ張り、起き上がらせた。半分、身体の力が抜けている私は、恍惚とした目で柊真さんを見つめた。

「大丈夫ですか？　私は、いいんですが。でも、柊真さんが……」

「俺だって、構わないよ。だいたい、うちは社内恋愛も結婚も多いじゃないか。俺ときみだけ、特別に不都合があるなんて思わないが」

「それは、そうですけど。ただ、柊真さんは社長ですから」

　そう言ったとき、彼に腰を持ち上げられた。なにをされるのだろうかと、一瞬我に返ってしまう。

「社長だって、恋はするよ。そして、恋人を独占したいとも」

「しゅ、柊真さん!?　あ、あの……」

「いいから、このままゆっくり下りて」

　なにをされるのか分かった途端、胸が大きくときめき鼓動が速くなった。このまま腰を下ろせば、そそり立つ柊真さんの肉棒が挿入される。そんな際どい体勢に、戸惑いを隠せなかった。

「このまま……？」

　恥ずかしい。でも、柊真さんから乳房にキスを落とされて、力が抜けるように腰が落ちる。

　そして硬く太い屹立が、滑り込むように挿入されていった。

「あぁ……。はぁ……ん」

　彼を抱きしめるように、首に手を回す。慣れない私は、どんな風に動いていいのか分からない。

　だけど、柊真さんに腰を掴まれぎこちなくも上下に動いてみた。

「そう、動くのが上手じゃないか。もっと、俺からも突こうか？」

「は、恥ずかしいですから」

　そう答えたけれど、柊真さんは自分の腰も動かして下から膣の中を突いてくる。硬い尖端が、奥をどこまでも刺激して、いつの間にか私も腰を速く動かしていた。

「はぁ……。んぁ……」

　腰を上下に動かすたび、ベッドが軋んでいく。柊真さんの息も乱れていき、囁くように口にした。

「俺たちがこんなことをしてること、蓮司は想像もしてないだろうな」

「柊真さんってば、こんなときに藤堂さんの名前を……」

　ぎこちなかった動きも、快感を覚えたら止められない。彼の挑発的な口調に、嫉妬めいたものが感じられて心が熱くなる。
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「んふぅ……。あんぅ……」

　身体が激しく動くたび、ベッドの軋みも大きくなる。互いに熱い吐息を漏らしながら、夢中でこの甘い時間に酔いしれていた。

「髪が乱れるっていうのも、色っぽいものだな」

　呼吸を乱す柊真さんが、顔にかかる髪を直してくれる。私をリードするように、彼は屹立を規則的に打ちつけていた。

　そのたびに、強い快感が身体じゅうを駆け巡っていく。

「必死……ですから。藤堂さんのことは、今の私たちには関係ないですよ」

　柊真さんと、身も心も繋がっている。それを思うと、充足感でいっぱいになった。

「そうだな。美結の言うとおりだ。きみを抱けるのは、俺だけなんだから」

　優しく微笑んだ柊真さんは、そっと唇を重ねる。彼の硬い屹立が、濡れて艶めく秘部を、どこまでも熱く火照らしていった。同時に果てるまで、ずっと──。






「電話が鳴ってるな」

「本当ですね。きっと、藤堂さんからです」

　マナーモードにしていたせいか、着信に気づかなかった。柊真さんの指摘に、眠気が飛んでいく。

　ベッドの下にあったバッグに手を伸ばし、スマホを取り出すと案の定、電話の主は藤堂さんだった。

「出てみる？」

　隣にいる柊真さんが顔を上げ、意地悪っぽく言う。そんな彼に、私は微笑した。

「いいえ。プライベートの電話には出ないっていう意志を、貫きたいと思ってるので」

「そうか。匂わせてみるのも、よかったかもしれないけど」

「柊真さんってば」

　思わずふふっと笑ってしまったのは、彼にもそんな意地悪い一面があったのかと思ったからだ。これまでのイメージだと、柊真さんはどんなときでも紳士で余裕たっぷりだったからだ。

　だけど、嫉妬心を見せてくれたり、藤堂さんに匂わせてみようとしてみたり。そういう柊真さんが、私にはより一層愛おしく感じられた。

「電話、切れたな」

　着信が鳴り止むと、柊真さんがそれを取り上げてバッグに入れてくれる。

「子供染みた真似を、されなければいいけどな」

「え？　どういう意味ですか？」

　その質問に、柊真さんは小さな笑みで返してくれただけで、なにも言わなかった。






「えっ!?　担当替えですか？」

　週明けの月曜日、急遽ＲＥＮＪＩの本社に呼ばれた私は、藤堂さんからの依頼に目を丸くした。

　彼はソファに深く座って、足を組んでいる。冷ややかな目で私を見ながら、担当替えを希望してきたのだった。

「そうだよ。美結ちゃんは、俺に不快な思いをさせた。そういう人とは、一緒に仕事はできないなってこと」

「それは……」

　ホテルでの夜、柊真さんが言っていた〝子供染みた真似〟の意味が分かった気がする。電話を無視し続けた私を、藤堂さんは怒っているらしい。

「せっかく、初めての経験だったのにね。クライアントとうまくやり取りができなかったなんて、上司からの評価はガタ落ちだろうなぁ」

「不快な思いというのは、お電話のことですよね？」

　確認するように尋ねると、彼は大きく頷いた。

「そうだよ。なにも、強引に誘ってるわけじゃない。少しくらい、話し相手をしてくれたってよかったのに。そういうのも、コミュニケーションのひとつだから」

　きっぱりと言われ、言葉を失ってしまう。なにを反論しても、藤堂さんには響かないだろう。

　それにしても、広告制作も終盤に差し掛かっているのに、ここで担当替えをするのはかなりバタバタしてしまう。

「社内も困るだろうね。暇な人なんて、いないだろう？　今さら、美結ちゃんの尻拭いをしてくれる人っているのかな？」

　これまでとは違う皮肉めいた言葉に、藤堂さんの本気度を感じる。私は、自分の行動に間違いはなかったと思っているけれど、クライアントである彼を怒らせたのなら、それを甘んじて受け入れなければいけない。

「私のほうで、部長にはお願いします。このタイミングでの交代は心残りですが、ＲＥＮＪＩ様には本当に素敵な広告をご提供したいので。いろいろ、力不足で申し訳ありませんでした」

　頭を下げると、藤堂さんはそれ以上なにも言わなかった。会社を出るとき、部長はどういう用件で呼び出されたのか気にしていたから、帰社したらすぐに報告しよう。

　後任は、経験からいって楠木さんが適任だと思う。彼女はＲＥＮＪＩの担当をしたがっていたから、きっと引き受けてくれるはず。

　周りに迷惑をかけたことへの謝罪もしなくてはいけないから、これからが大変だ。柊真さんにも、きっとがっかりされるだろう。

「美結ちゃんは、それでいいの？」

　真っすぐ見つめられ、小さく頷いた。

「クライアントである藤堂さんに不快な思いをさせたのは、私の経験不足によるものですから」

「でも、柊真に言えば助けてもらえるんじゃないか？　あいつ、現場によく顔を出すことでも有名だし」

　そう言われ、僅かに微笑んだ。

「話くらいは、聞いてくださると思います。でも、特別な対応はされないですよ。社長は、そういう人ですから」

　業務の打ち合わせのつもりで、タブレットを出していたけれど、これは必要なかったようだ。

　早々に鞄に収めていると、テーブル越しに藤堂さんに腕を掴まれた。

「美結ちゃんにとって、俺との仕事はその程度？　交代しろって言ったら、そんなに聞き分けよく受け入れるの？」

「藤堂さん……？」

　びっくりしてしまい、鞄を手から放しそうになる。訝しげに見る私に、彼はまるで降参したように言った。

「嘘だよ。担当替えなんて。もしそう言えば、少しくらいはすがってくれるんじゃないかって期待したんだ。美結ちゃん。本当に俺のことを、なんとも思ってないんだな？」

　藤堂さんは、半ば自嘲気味に笑っている。そこまでして、私の気持ちを推し量ろうとした彼の想いは大切にしたい。だけど……。

「藤堂さんのことは、才能溢れるデザイナーの方だと、ずっと思っています。お一人でブランドを立ち上げ、ここまで成功されているのは藤堂さんだからだと思います」

「でも、男としての魅力は感じないんだろう？」

　手を放した藤堂さんは、ため息交じりにソファにもたれた。そんな彼に、私は小さく頷いた。きっと、藤堂さんは分かってくれている。そう感じた。

「いいえ。男性としても、とても魅力的だと思います。私とは、世界が違う方だとも。藤堂さんは、とても素敵な方です。だけど、恋はできません」

　彼の神経を、逆なでするだろうか。不安を感じながらも、誤魔化したって仕方ないから、偽りのない自分の気持ちを伝えた。

「可愛い顔して、はっきり言ってくれるなぁ。美結ちゃんが、初めてだよ。俺のことを、最初から最後まで拒んだのは」

「申し訳ありません。でも、ご一緒にお仕事をするのは楽しいんです。藤堂さんは、いつも的確に指示をしてくださいますから。勉強をさせてもらっています」

　そう答えると、彼はようやく笑顔を見せてくれた。それはどこか、吹っ切れたような、割り切ったような、そんな表情だった──。






「ＲＥＮＪＩの広告が、かなり評判がいいじゃないか。もしかすると、今年度の賞が狙えるかもしれないな」

　藤堂さんとの仕事が一区切りつき、部長がしみじみと言いながら私のデスクへやってきた。これで、このセリフは何回目だろうか。

「部長、私たちの仕事に支障が出ますが」

　冗談めいて沙子が言うと、部長は頭を掻きながら笑った。

「いやぁ、未だに信じられなくてね。まさか、澤木さんが社長と付き合っているとは」

「それ、同感です！　てっきり、美結のことは藤堂さんが狙ってると思ってたのに」

　まじまじと見られ、慌てて笑いながら両手を振った。

「狙ってるだなんて、最初からそんなことはなかったのよ」

「そう？　会社に来てみたり電話をかけてみたり、結構なご執心に見えたけど」

　疑わしそうな目を向ける沙子に、今度は部長が横から入ってきた。

「まあ、そういうこともあって、社長が触発されたのかもしれないな。とにもかくにも、明るいニュースはいいことだ」

　部長は笑いながらデスクに戻っていき、それを確認した沙子が耳打ちをしてきた。

「ブーケは、社長との出会いを暗示してたのね。それで、結婚の話とかは出てないの？」

「えっ!?　それは、まだ早いわよ。付き合いたてだし、とてもそんな話は……」

「そうなの？」

　彼女の唐突な質問に動揺しつつも、業務を再開させる。柊真さんと話し合い、ＲＥＮＪＩの仕事が終わったタイミングで、交際を周りの人に報告したのだ。

　でも、プロポーズはされていないし、結婚の話そのものも出ていない。もちろん私の頭の中では、期待に満ちた未来を想像してしまいそうになる。

　だけど、それはおこがましいというか、口に出すと彼に引かれそうでできない。将来、そうなれたらいいけれど、さすがに私から聞くことはできなかった。

「澤木さん、藤堂さんがお見えよ。応接室に、お通ししてるから」

　昼前になった頃、楠木さんから声をかけられドキッとした。藤堂さんとは仕事が終わったことで、この一ヶ月ほど音沙汰がなかったからだ。

「は、はい。ありがとうございます」

　今までなら、楠木さんも藤堂さんが訪問したり電話をかけてくれば、私に含んだような笑みを見せていた。だけど、柊真さんとの関係を知ってからはそれもなくなった。

「社長が、ヤキモチ妬かなければいいわね」

「なにも、気にされないと思いますよ」

　少し照れくさくなりながら応えると、彼女は大きな笑みを見せて戻っていく。周囲の人たちに好意的に受け止めてもらえて感謝でいっぱいだけれど、所々冷やかされるのは恥ずかしかった。

「失礼します」

　ドアをノックし入ると、ソファに座っていた藤堂さんが立ちあがって微笑んだ。今までのような軽い調子はなく、笑顔も自然になっている。

「美結ちゃんには、いろいろやられたなって感じだよ。まさか、柊真とこっそり付き合ってたなんて」

「すみません。お話しできるタイミングではなく……」

　彼とは、この先もきちんと線を引いたお付き合いをしていきたい。そう思い、努めてビジネスライクで返した。

「謝ることじゃないよ。そんな義務なんてないし。でも、正直ショックだった。今、話せる時間ある？　相変わらず、突然来たからさ」

　言葉はいつもの藤堂さんっぽいけれど、口調に陽気さはなくなっている。それとも、本来の彼は実は落ち着いた感じの人なのだろうか。

「はい、少しでしたら大丈夫です」

「よかった。今日は、お礼を言いに来たんだ」

　彼がソファに座ったタイミングで、私も向かいに腰を下ろす。すると、藤堂さんは私を真っすぐ見つめた。

「担当を交代してって言ったとき、美結ちゃんはきっと動揺すると思ったんだ。だけど、あまりにあっさり受け入れたから。あのとき、思いどおりにいかないこともあるんだなって、この歳になってしみじみ思った」

「それは、どういう意味で……？」

「口説いても、なびかない女性がいるんだなってこと。すんなり交代を受け入れられたから、内心はめちゃめちゃ焦ったんだよ。最後まで美結ちゃんが窓口になってくれてよかったと思ってる」

　ハハッと笑った藤堂さんは、私が知っている調子のいい彼だ。

「ありがとうございます。お仕事の件に関しては、私にとっても貴重な経験となり、本当に感謝でいっぱいなんです」

「どこまでも、他人行儀だな。絶対に、気持ちがブレることはないってこと？」

「はい。そうです……」

　生意気だろうとは思うけれど、自分の気持ちに嘘をつかないことが藤堂さんへの誠意だと考えている。

　きっぱりと言った私に、彼はまた小さく笑った。

「プライベートで、出会ってみたかったな。そうすれば、違った未来があった気がするよ」

「あの……。藤堂さんは、どうしてそこまで私に拘ってくださるんですか？」

　それが、今でも疑問だった。すると、藤堂さんは眉を下げて肩をすくめた。

「何度も、言ってるじゃないか。美結ちゃんの普通なところが、よかったんだよ。打算のないきみを、もっと知ってみたかった」

「藤堂さん……。お気持ちは、本当に嬉しいです」

「でも、異性としては見られない……だろう？」

　穏やかに言った彼に、深く頷いた。特別、目立つわけでもない私を、ここまで興味を持ってくれ、気持ちをぶつけてくれたことは素直に有難い。

　だけど、それと彼を特別な目で見るのは別だということは、この先も変わることがないと言い切れる。

「分かったよ。俺の負け。でも、これからも仕事は一緒にしたい。次は、美結ちゃんを指名する。絶対、ＲＥＮＪＩのメイン担当になってもらうから」

「はい。ありがとうございます。これからも、よろしくお願いします」

　笑顔を向けると、藤堂さんも口角を上げて応えてくれた。次は、いつ彼と会うだろうか。きっとそのときは、今までと違う前向きな関係になれていると信じたい。






「今日は、星がよく見えますね」

　すっかり、柊真さんのマンションに帰ることに慣れ、天気がよい夜はバルコニーから星を眺めるのが日課になっている。

　今夜は、夜風が心地よく快晴だから星が綺麗に見えていた。

「本当だな。昼間も雲ひとつなかったし、星も月もよく見える」

　彼が指差した方向には、三日月が輝いている。こんな街中のマンションから、ここまで夜空がはっきりと眺められることに感動してしまった。

（なんだか、とってもロマンチック……）

　言葉にするのは照れくさくて、心の中で呟いてみる。日中とは違い、どこか澄んだ夜の空気が、より一層この状況を大人の時間として感じさせていた。

「この景色を見ながら、美結に話したいことがあったんだ」

　ふと柊真さんが言い、彼に顔を向けた。今日は互いに早く業務が終わり、寝るまでの束の間の時間を堪能していた。

　普段なら、柊真さんは持ち帰りの仕事をしたり、趣味のミステリー小説を読んだりしている。

　だけど今夜は、彼からこの場所へ誘われたのだった。

「お話って、なんですか？」

　少し緊張してきたのは、彼が改まった雰囲気を出したからだ。ルームウエア姿は、スーツと比べればラフとはいえ、パリッとしたＴシャツとパンツスタイルで、柊真さんの大人の色っぽさを十分に醸し出している。

　どんな場面の彼でも、見つめられるとドキドキしてしまった。

「美結との交際をオープンにしたかったのは、蓮司に知ってもらいたかったっていうのが一番の理由だ。あいつは、きっときみを知れば知るほど、のめり込んでいくと思ったから」

「はい……」

　藤堂さんが、どこまで本気で想ってくれるかは今となっては分からない。もしかしたら、理想と違っていたなんてこともあったかもしれないし。

　それでも、私はきっと藤堂さんに恋することはなかったと思う。これまでは、彼に本当のことを話せず申し訳なかったけれど、柊真さんとのお付き合いをオープンにできてホッとしていた。

「だけど、蓮司だけが特別じゃない。この先も、美結に興味を持つ男性は現れると思っているから」

「そんなこと……。心配し過ぎですよ」

　柊真さんとこうしてお付き合いできていること自体が、奇跡みたいなものなのに……。だけど彼は、私の言葉にどこか不満そうだった。

「きみは否定するけど、自分が思いもよらないところを魅力に感じる男性もいるんだ。今までだって、単に美結が気づかなかっただけっていうこともある」

「それは……」

　そう言われてしまうと、なんとも返しようがない。それに、柊真さんが心配してくれることは嬉しいから、それ以上食い下がることはしなかった。

「だから、きみを俺だけのものにしたい。名実ともに」

「柊真さん……？」

　いつの間に置いてあったのか、彼はバルコニーにある丸テーブルの上の小さな箱を取った。

「将来の約束を、させてくれないか？　美結とは、この先の未来もずっと一緒にいたい。結婚してほしい」

「ほ、本当……ですか？」

　胸がいっぱいになりながら、彼の手元を見つめていると、静かに箱が開けられた。そこには、眩いばかりのダイヤの指輪がおさめられている。バルコニーの明かりに反射して、キラキラと輝いていた。

「本当は、数年付き合って……と言いたいところなんだが、きみをとにかく独り占めしたくてね。来年早々にも、結婚したい。いいかな？」

　優しい笑みを浮かべる彼の表情は、窺うような言葉とは裏腹に自信に満ち溢れている。私に考える余地を与えながらも、答えは分かっているようだった。

「もちろんです。柊真さん、ありがとうございます」

　左手薬指に指輪がはめられると、胸に熱い想いが込み上げる。堪らず柊真さんの背中に手を回し、彼を抱きしめていた。

　こぼれ落ちそうなダイヤは、柊真さんの想いそのものに感じられる。彼も私を抱きしめ返してくれ、ひととき彼の温もりに酔いしれていた。

「そういえば、ＲＥＮＪＩの広告がとても評判いいそうだな。年度末にある、うちが主催のコンテストにエントリーしてもらおうと思ってるよ」

「本当ですか？　部長も期待しているみたいなので、ぜひ挑戦したいです」

　彼から少し身体を離し見上げると、温かな眼差しを向けられた。

「本当だよ。美結も、よく頑張ったな。改めて、俺のところに蓮司からお礼の電話が入ったんだ」

「藤堂さんからですか？　実は、今朝お見えになって……」

　彼が、柊真さんにも連絡を入れていたとは知らず、驚きとともに喜びも覚える。すると、柊真さんはさらに表情を和らげた。

「きみと一緒に仕事をして、楽しかったみたいだよ。こんなに、自分になびかなかった女性は初めてらしい」

「それ、藤堂さんからも言われました……」

　柊真さんも藤堂さんも、このセリフを楽しそうに言うから気恥ずかしくなってくる。自分では、特別なことだと思っていなかったのに。

「彼はこれからも、美結と仕事をしたいんだってさ。今回の仕事は、本当によく頑張ってくれたと思うよ」

「私一人の力ではありませんから。むしろ、チームでやり遂げたことです」

　私はあくまで、チャンスを貰っただけ。今でも、そう思っている。きっぱり言うと、柊真さんはクスッと笑った。

「そうだな。そのとおりだ。きみには、これからも期待してる」

「はい！　お任せください」

　ふふっと笑みをこぼしながら部屋へ入ろうとすると、彼に腕を掴まれた。

「柊真さん？」

「仕事の話で終わりなのは、ちょっと味気ないかな」

「え？」

　と思った瞬間、柊真さんの唇が重なった。息を整える間もなく、熱く濃厚な口づけをされる。

「これからは、堂々と美結を独り占めできる。それだけで、随分と余裕が生まれるものだな」

「柊真さんってば」

　どこか茶目っ気ある言い方に、私の表情は緩んでいく。そして再び唇を重ね、私たちは抱きしめ合った。

　星空の下で、夜風がかすめていく。まるで、これからの私たちの未来を応援してくれるかのように……。
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